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１.都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～

Ⅱ．令和２年度 概算要求の基本方針

２.コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～

○「居心地が良く歩きたくなる」空間への改変促進
○官民エリア・エコシステムの形成促進

３.安心・安全まちづくりの加速化 ～復旧・復興から事前防災まで抜本強化～

○スマートシティモデルプロジェクトの推進 ○新技術・データの都市インフラへの内装化
スマートシティをまちづくりの基本に

ウォーカブル都市の構築 グリーンインフラの創出

国際競争力を支える都市インフラ
○民間都市再生事業の推進 ○国際競争拠点インフラの整備促進

市街地の拡散抑制 民間資金等の活用持続可能性の確保

事前防災等の強化

○近隣市町村の広域連携の促進
○郊外開発抑制に向けた制度運
用等の適正化

○既存施設への機能誘導の促進
○居住誘導区域外における空き地
等の環境悪化対策の推進

○民間資金やノウハウを活
用した集積拠点の整備・運
営の促進

○危険エリアの立地抑制・移転誘導
○全国調査を踏まえた宅地防災対策の
抜本的強化

大規模災害からの復旧・復興
○東日本大震災の復興まちづくり
○北海道胆振東部地震、Ｈ30年７月豪雨、
糸魚川市大規模火災、熊本地震等からの復旧・復興

東京2020オリンピック・パラリンピック後も、我が国都市の成長力の引上げを図るため、
・ 内外の多様な人材の出会い・交流・滞在を促進し、イノベーションや新たなつながりを生む
空間やコミュニティを備える「ウォーカブル」（歩きたくなる）都市の構築や、
・ 災害低減・経済的価値等の向上に資する「グリーンインフラ」（緑や水）の創出のほか、
・ 「スマートシティ」をまちづくりの基本として、新技術・データの都市インフラへの内装化や民間
都市開発投資を促進する「拠点インフラ」の整備 等
を集中的に展開し、内外の人材・関係人口・様々な投資を惹きつける都市の磁力・国際
競争力を強化します。
同時に、人口・世帯減少社会の本格的到来を踏まえ、制度創設５年を迎えたコンパクト
・プラス・ネットワーク施策について、市街地の拡散抑制や持続可能な誘導方策の強化によ
り都市の体質改善を進めるとともに、近年の自然災害からの復旧・復興、事前防災などを加
速化し、将来に向けた真剣な備えに取り組みます。

○グリーンインフラの戦略的整備の推進
○水辺とまちの一体整備の促進
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１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～

施策の概要

多様な人材間の出会い・交流・滞在を促進し、イノベーションや新たなつながりを創出する
都市の構築に向け、ウォーカブル推進都市※や中間支援団体とともに、都市・居住機能の集
積が進むまちなかにおいて、既存ストック（街路、公園、水辺、広場、民間空地、景観資源、
交通施設等）の改変による「居心地が良く歩きたくなる」空間の創出と、官民の人材が集うコ
ミュニティづくりを強力に推進する。

（１）ウォーカブル都市の構築（空間×コミュニティ）

①「居心地が良く歩きたくなる」空間への改変
まちなかの歩ける範囲のエリアにおいて、官民の既存ストック改変を集中的に行い、様々な民間投資と

共鳴しながら「居心地が良く歩きたくなる」空間創出を強力に推進
【交付金（都市再生整備計画事業）等】

ウォーカブル都市
（内外の人材・関係人口・様々な投資を惹きつける交流滞在都市）

「居心地が良く歩きたくなる」空間 官民の人材が集うまちづくり＋コミュニティ

alkable 歩きたくなる

ye level まちに開かれた1階

iversity 多様な人の多様な用途、使い方

pen 開かれた空間が心地良い

Ⅲ．令和２年度 概算要求主要事項

・街路等の広場化・高質化など、歩行者滞在空間
の創出に向けた修復・改変

・沿道施設１階の開放・リノベーションなど、
アイレベル（歩行者目線）の刷新

支援イメージ

・景観改善等・広場化に向けた行動観察やデザイン検討の導入

広場化に向けた行動観察 デザイン検討イメージ

※“WEDO”の考え方に共鳴し、政策実施のパートナーとして、ともに具体的な取組を進める地方公共団体
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ニューヨーク・タイムズスクエア パリ・エッフェル塔周辺

2024年を完成目標とし、エッフェル塔周辺から車道を排
除し、歩行者専用の広大な緑地広場を造る計画が進む。

2010年以降、ブロードウェイをはじめニューヨークの街路は
広場化が進み、沿道店舗の売上増などにつながっている。

施策の効果

②官民の人材が集うまちづくり＋コミュニティの構築
内外の人材がまちづくり＋の課題に幅広く集結するエリアプラットフォームの形成や持続可能なまちづくりに向

けた自立・自走型システムの構築等を推進
【官民連携まちなか再生推進事業】

③多様な資金循環の促進
ふるさと納税・クラウドファンディングなどの「志ある資金」の活用を促進するなど、まちづくり分野における多様

な資金の循環を促進
【まちづくりファンド支援事業 等】

未来ビジョンの共有
自立・自走型システムの構築

行政

住民

就業者

地権者

企業

大学
都市再生推進法人

まちづくり
会社等

まちなか再生を支えるエリアプラットフォーム

支援イメージ

持続可能なまちづくりを実現

未来ビジョンとアクションプログラム策定

姫路駅北駅前広場
整備前

整備後

地 価 地価公示価格 25％上昇
120万円（H30）⇒150万円／㎡（H31）

実現に必要な専門人材
（デザイナー・プロデューサー等）の活用 交流拠点形成と

人材がマッチングする仕掛けづくり

多様な人材を惹きつけるコンテンツ発掘
のための社会実験・データ収集
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サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合した「Society 5.0」 の実現に向け、官民関係
者の連携のもと、世界の先導役となる取組を展開するとともに、スマートシティをまちづくりの基
本コンセプトとして位置付け、 AI、IoTなどの新技術やデータの活用と都市インフラを一体とし
て集中的・戦略的に整備する。

（２）まちづくりの基本となるスマートシティの推進

施策の背景
・スマートシティ：

省エネルギー 安全安心自然との
共生 資源循環交通

・公共交通を中心に、あら
ゆる市民が快適に移動
可能な街

・災害に強い街づくり・地
域ｺﾐｭﾆﾃｨの育成
・都市開発において、非
常用発電機、備蓄倉
庫、避難場所等を確保

・水や緑と調和した都市
空間

・雨水等の貯留・活用
・排水処理による中水を
植栽散水等に利用

・建物・街区レベルにおける
省エネを実現
・太陽光、風力など再生可
能エネルギーの活用

･・･

・スマートシティ官民連携プラットフォーム（令和元年8月発足）

・国土交通省スマートシティモデル事業
・民間事業者等及び地方公共団体間のニーズとシーズのマッチング、
・両者から構成されるコンソーシアムを対象とした公募を経て、
・令和元年５月より、全国の牽引役となる先駆的な取組を行う先行モデルプロジェクト15事業、
重点事業化促進プロジェクト23事業を含む71事業において、スマートシティモデル事業を推進

都市の抱える諸課題に対して、AI、IoT等の新技術やデータを活用しつつ、マネジメント
（計画、整備、管理・運営等）が行われ、全体最適化が図られる持続可能な都市ま
たは地区
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(1) スマートシティモデルプロジェクトの強力な推進

(2) 新技術・データの官民都市インフラへの内装化

○ 官民一体となったコンソーシアムによるモデ
ルプロジェクトの実施、横展開に向けたガイド
ラインの策定等を通じて、取組の初期段階
から実証・実装段階まで重点的に支援

・スマートシティ実証調査（調査）

情報化基盤施設整備のイメージ

まちづくりへの活用イメージ（例：宇都宮市）

○ 大臣認定を受けた民間都市開発事業において、AI、IoT等の新技術やデータを活用した情報化
基盤施設の整備に対する金融支援を実施

・メザニン支援事業（政府保証）

施策の概要

○ 「スマートシティをまちづくりの基本に」との方針のもと、都市インフラ関係の主要事業において、公共
施設等と情報化基盤施設※の一体整備に対する支援を実施し、新技術やデータの都市インフラへの
内装化を推進

・国際競争拠点都市整備事業（補助） ・都市再生整備計画事業（交付金）
・都市・地域交通戦略推進事業（補助/交付金） ・都市公園・緑地等事業（交付金）

※ 情報化基盤施設
センサー、ビーコン、画

像解析カメラ、3Dマップ、
高度情報センター、その
他の先端的な技術を活
用した施設等

データの分析

データの収集

データの活用
都市の諸課題解決

＋
効果的なインフラ活用・整備
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自然環境創出・ＣO２対策や利用効果等に加え、雨水貯留等による災害低減や経済的
価値の増進など「緑や水が持つ多面的効果」を活用して、より積極的に公園・緑地や水辺空
間の創出を図るグリーンインフラを戦略的・集中的に整備し、持続可能で成長力の高い都市
の形成を推進する。

施策の概要

①グリーンインフラ整備の推進

（３）グリーンインフラの創出

災害低減、周辺の経済価値増進、生産性向上への寄与など緑がもつ、エリア価値を向上させる多面的
な効果に着目し、官民連携・分野横断で緑地・緑化等の創出・配置を図る取組を集中的に支援

【交付金（都市公園・緑地等事業） 等】

支援内容

②水辺とまちが融合した良好な空間形成の推進
都市再生整備計画事業において、居住誘導区域に隣接する河川や湖沼、海岸沿いの区域を支援対
象に追加し、水辺とまちが融合した良好な空間形成を推進

【交付金（都市再生整備計画事業）】

［対象とする都市］
♣ 官民連携・分野横断による戦略的
な緑の創出・活用計画
♣ 災害低減、経済価値等のエリア価
値向上の目標設定

○ 市民農園等整備事業の拡充

○ 都市型水害対策や賑わい空間
形成等の課題解決に資するグ
リーンインフラの整備を推進

グリーンインフラ：社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様
な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組

（国土形成計画より）

イメージ

民間建築物（駐車場）の緑化 都市公園の整備

市民農園の整備

芝生広場の整備

公共公益施設の緑化

芝生の活用に向けて、
「芝生懇談会」を設置
し、検討中。

雨水貯留施設の整備

横浜市グランモール公園

局地的な大雨に強いまちづくりの一環として
都市公園に雨水貯留浸透施設を整備

雨水貯留浸透施設のメカニズム

雨水を保水・浸透させると共に、植栽の成長を助け、
晴天時は蒸発散効果で、ヒートアイランド対策にも寄与

雨水の一時的な流出抑制
蒸発散による路面温度上昇抑制
緑陰の形成による夏でも涼しく、
賑わいある都市空間の形成

自然環境が持つ多様な機能を発揮
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2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会後も我が国経済の牽引役として期待され
る国際競争拠点都市において、内外の人材・投資を惹きつける国際競争力をさらに高めるた
め、民間の都市再生事業を引き続き促進するとともに、それら拠点における重要インフラの整
備を強力に推進する。

（４）国際競争力を高める重要インフラの戦略的整備

施策の概要

①民間事業者による都市再生事業の推進
◆大臣認定制度

都市再生緊急整備地域内における優良な民間都市再生事業(大臣認定事業)に
対し、金融・税制支援を行うことにより、民間の都市再生事業を推進

②都市拠点におけるインフラ整備の推進

都市機能が集積する中枢拠点において、道路や鉄道施設等の重要インフラの整備
や市街地開発事業等を重点的かつ集中的に支援し、民間投資を促進

◆国際競争拠点都市整備事業

民間投資
民間投資総額 約1.65兆円

（大臣認定事業 9件）

○道路の新設又は改築 ◯鉄道施設の建設又は改良 ○バスターミナルの整備
○鉄道駅周辺施設の整備 ○市街地再開発事業 ○土地区画整理事業 ○BRTの整備

〇金融支援
・民間都市開発推進機構によるメザニン支援

支援内容

支援内容

〇税制支援
・法人税等の割増償却
・登録免許税等の軽減措置

対象地域：特定都市再生緊急整備地域

〈整備例〉 虎ノ門周辺開発

新駅整備等
（総事業費 約2,000億円）

基盤整備

メザニン支援 4件
（支援総額 約400億円）

金融支援

虎ノ門ヒルズ駅
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２．コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～

施策の概要

コンパクト・プラス・ネットワークの推進に向け、立地適正化計画の作成やまちなかや拠点へ
の都市機能の誘導、居住人口の維持等を進めるとともに、本格化する人口・世帯減少社会
の到来を踏まえ、制度創設５年を迎えたコンパクト・プラス・ネットワーク施策について、市街
地の拡散抑制や持続可能な誘導方策の強化により都市の体質改善を進める。

①コンパクトシティの推進
・ 立地適正化計画の作成や地域公共交通との連携等の取組を推進し、拠点施設の誘導を行うこ
とにより、「密度の経済」の発揮を通じて、人口減少下における豊かな暮らしを実現
【コンパクトシティ形成支援事業、交付金（都市再構築戦略事業）等】

・ 計画を作成・公表した都市 ・・・・250都市
（具体的な取組を行っている都市 ・・・・約470都市）

（参考）立地適正化計画の作成・取組状況（令和元年５月１日現在）

○都市機能誘導区域
生活サービスを増進するエリアと当該エリアに誘
導する施設（医療・福祉・商業等）を設定

○都市機能誘導区域
生活サービスを増進するエリアと当該エリアに誘
導する施設（医療・福祉・商業等）を設定

○居住誘導区域
居住を誘導し人口密度を維持するエリアを設定

○居住誘導区域
居住を誘導し人口密度を維持するエリアを設定

立地適正化計画区域（＝都市計画区域）

・ 都心と市街地ゾーンを結ぶ主要なバスルートと鉄道を
公共交通重要路線とし、沿線を居住誘導区域に設定
（市街化区域の43％）

○居住の集約 公共交通重要路線沿線への誘導

期待される効果

金沢市立地適正化計画（平成29年３月31日公表）
コンパクト・プラス・ネットワークのモデル都市（石川県金沢市）

○ 市全体の人口が減少する中
（2015年：46.6万人→2040年：41.7万人）、
居住誘導区域内の人口密度を維持

○ 中心市街地における４５歳未満人口が
約７割増加（自然増除く）
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施策の概要

②市街地の拡散抑制
【交付金（都市再構築戦略事業）等】
・ 同一都市圏の市町村間の広域連携による市街地拡散の抑制・効率的な施設配置等の促進
・ 郊外の開発に対して、コンパクトシティの趣旨に則った制度運用等の適正化

④民間の資金・ノウハウの活用の促進

【交付金（都市再構築戦略事業）等】
・ 官民連携によるまちの賑わい・活力を生み
出す機能誘導や民間ノウハウを活用した効
果的な施設整備・運営の促進

③持続可能性の確保
【交付金（都市再構築戦略事業）等】
・ 都市機能誘導区域内における空きビル等
の既存建造物活用による機能誘導の推進

【交付金（都市再生区画整理事業）】
・ 居住誘導区域内における低未利用地の
集約による小規模な区画整理を促進し、
居住環境の向上を推進

【交付金（都市再生整備計画事業）】
・ 居住誘導区域外の一部の区域における
環境悪化などの外部不経済の防止

（除却＋緑化等）

【民間事業者への金融支援】
・ 大臣認定事業等への金融支援（まち再
生出資事業等）による民間事業者による
整備・運営の促進

閉店した商業施設

＜住宅等の跡地などによる環境の悪化＞

＜既存建造物を活用した都市機能の誘導＞

誘導施設へ再整備

損傷が進む空き家
コミュニティ農園として整備

Ｂ町
施設の

機能分担・共同利用A市 百貨店

高度医療機関 スーパー

病院

大学

：都市機能誘導区域：居住誘導区域

郊外開発を抑制

①民間ノウハウを活用した
機能誘導

③誘導機能の郊外から
まちなかへの移転

②「賑わい等拠点施設」の
周辺の施設整備
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３．安心・安全まちづくりの加速化 ～復旧・復興から事前防災まで抜本強化～

施策の概要

大規模災害からの早期の復旧・復興の着実な推進を図るとともに、事前防災対策の加速
化のため、都市のコンパクト化等と連携し、災害危険エリアにおける立地抑制・移転誘導や
万が一の災害に備えたまちなかでの命を守る活動と逃げ場所の確保のほか、宅地の防災対
策、インフラの老朽化対策を推進する。

① 近年の主な大規模災害からの復興への支援

②東日本大震災の復興まちづくりへの支援
○ 国営追悼・祈念施設（仮称）

・地方公共団体が設置する復興祈念公園内に国営の
追悼・祈念施設を整備（岩手県、宮城県、 福島県）
※岩手県については、R元年9月22日に一部利用を

開始予定

○ 被災市街地における復興まちづくり
・宅地造成については、概ね完了
・市街地の復興まちづくりについて、着実な事業推
進を支援

○熊本城大天守外観をR元年10月5日から特別公開予定
○R2年度までに盛土の復旧完了予定
○液状化対策の実施、土地区画整理等による市街地の復興

地震による被災状況
（熊本県益城町）

熊本城天守閣の復旧状況
（H31.4）

平成28年4月熊本地震

○道路や広場等の基盤整備は概ね完了
○まちの復興に向けたにぎわいづくりを推進

平成28年12月糸魚川市大規模火災

防災広場の整備

大規模災害の被災地における早期の復旧・復興の着実な推進

整備が進む女川駅周辺
（H29.10)

整備状況（R元.8）
（岩手県陸前高田市）

○被災した宅地の復旧・耐震化、堆
積した土砂の撤去

平成30年9月北海道胆振東部地震

液状化による被害状況
（札幌市清田区里塚）

○堆積した土砂の撤去は概ね完了
○避難路、避難地等の整備

洪水による被災状況
（岡山県倉敷市）

平成30年7月豪雨 平成29年7月九州北部豪雨

土砂による被災状況
（福岡県朝倉市）

○嵩上げによる宅地の安全性確保
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災害危険エリアにおける
立地抑制・移転誘導の強化

リスクからの撤退
③ 都市の安全確保に向けたメリハリのある抜本的な対策の強化

まちなかの災害対応力の強化

リスクとの共生

⑤ 防災性能の向上等に資する再開発事業等の促進

・立地抑制の促進
居住誘導区域からの災害レッドゾーンの除
外徹底や区域外における届出制度の強化

・移転誘導の促進
治水部局等と連携した災害前の集団移転
の促進

【防災集団移転促進事業】

・地区レベルの共助力の強化と身近な逃げ
場所の確保

【交付金（都市防災総合推進事業）】
・宅地の事前防災の推進

【交付金 （宅地耐震化推進事業）】

災害危険
エリア

居住誘導区域等のまちなか

市街地再開発事業等において、防災性能や省エネルギー性能の向上といった緊急的な政策課題に
対応した施設建築物等の整備を促進するため、国が特別の助成を行う

【防災・省エネまちづくり緊急促進事業】

④ 都市インフラの老朽化対策
都市インフラの老朽化対策に向け、都市計画施設の改修事業を推進

【交付金（都市再生整備計画事業）】

既存施設への津波からの
避難ルートの確保

川沿いに小集落が点在する事例

立地抑制・移転誘導

地域の防災活動と連携し
た避難施設の整備

身近な逃げ場所の整備例
津波避難施設を

利用した避難訓練
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４．公園、景観を活かした、魅力ある都市空間の形成

施策の概要

我が国の貴重な歴史的・文化的資源や、地域の特色ある庭園・景観を活かし、「訪れた
くなる、住みたくなる」地域づくり・まちづくりを推進する。

③ガーデンツーリズムの推進
・ガーデンツーリズム登録制度により、庭園間連携体制の構築や受入体制を強化 【調査費】

明治記念大磯邸園（神奈川県大磯町）

明治150年記念公開の様子
（平成30年10月～12月）

①国営公園等の魅力向上

・地方公共団体における景観計画策定・見直しに向けた検討や計画策定により景観規制上の既存不
適格となる建築物等への是正措置の取組を支援 【景観改善推進事業】

庭園ガイドの育成ガーデンネックレス横浜の取組

＜登録制度の創設＞
庭園管理者等による
協議会がガーデンツー
リズム計画を作成し、
国に登録申請を行う
制度を創設

登録証交付式の様子

＜全国の協議会の取組を支援＞

国営飛鳥・平城宮跡歴史公園（奈良県）
往時の様子を再現したイベント

・公募設置管理制度（Park-PFI）の活用を一層推進するとともに、その効果の早期発現・最大化を図る
ため、計画的かつ集中的な支援を実施 【交付金（都市公園・緑地等事業）等】

・地域の歴史文化資産等を活かした魅力的な整備や利用促進のためのソフト施策を展開
【国営公園等事業等】

④景観の改善に向けた検討及びその実効性を高める取組の支援

②官民連携等による都市公園整備の推進

都市公園

収益を活用して整備

民間が収益施設と
公共部分を一体的に整備

公共による周辺の
整備を加速
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カリフォルニア州リバーサイド市「結心庭」
日本庭園の例

５．都市分野の海外展開

施策の概要

都市開発分野における我が国企業の海外展開を促進するため、川上から川下まで官民
一体となった取組を強化し、プロジェクト受注の拡大を図るとともに、我が国の都市の魅力や
先進的技術を発信し、対日理解の促進やインバウンド拡大を図る。

修復前 修復後

①都市開発の海外展開
・大規模開発に関するノウハウを有する独立行政法人都市再生機構
（UR）等との連携を強化するとともに、相手国ニーズやSDGs・スマート
シティ等の新分野に対応した都市開発の海外展開を推進

【都市開発海外展開支援事業、調査費】

日本企業による受注・投資の促進我が国の
強みの発信

案件
発掘

開発計画
策定支援

現地政府・企業
との関係構築

SDGs・スマートシティ等に
関する共同研究・セミナー

相手国ニーズやスマートシティ等に
対応した案件の発掘・形成調査

大規模開発のノウハウを有するUR等との連携強化

許認可
取得支援

JOINによる
出資等

タイ・バンスー駅周辺地区開発
スマートコンテンツ案

（2019年JICAセミナー資料より）

ドーハ国際園芸博覧会
・国際園芸博覧会に農林水産省と連携して出
展を行い、造園緑化技術や文化の対外発信
を実施 【調査費】

【名称】
EXPO 2021 DOHA
【テーマ】
GREEN DESERT, 
BETTER ENVIRONMENT
【開催期間】
2021年10月14日～2022年3月17日

海外日本庭園再生プロジェクト
・荒廃した海外日本庭園の修復支援により、イン
バウンド拡大や対日理解を促進し、造園緑化
技術や文化の対外発信を実施 【調査費】

②我が国の発信力の強化

修復前 修復作業実施後

ゆいしんてい

JOINによる出資案件21件のうち
都市開発案件９件 (総額約382億円)

※令和元年７月時点
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Ⅳ．令和２年度 新規・拡充要求等

１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～

（１）「居心地が良く歩きたくなる」まちなか空間の整備

歩行者の目線に着目し、民間の様々な投資と共鳴しながら、街路・公園などの既

存ストックを最大限活用した「居心地が良く歩きたくなる」空間創出に向けた修復・改

変を強力に推進するため、「まちなかリノベーション推進事業」等の創設をはじめ関連

制度について所要の改正を行う。

まちなかリノベーション推進事業 補 助 億円 皆増

社総交 億円の内数

まちなか景観資源活用促進事業 補 助 億円 皆増

都市・地域交通戦略推進事業 補 助 億円 倍

社総交 億円の内数

皆増

まちなかウォーカブル区域
※まちなかの歩ける範囲のエリアであって、賑わいあふれるまちなかづくりに必要な施策を重点的・
集中的に講じる区域

都市再生整備計画区域
※まちなかウォーカブル区域を含む現行の都市再生整備計画区域を想定

まちなかを人中心の
「居心地が良く歩きたくなる」空間へ転換

まちなかリノベーションに必要な
基盤整備を実施

①既存ストックの活用に向けた修復・改変

②歩行者目線の充実・改変

③行動観察等まちづくり活動やデザイン検討・

利活用施設の導入

④オープンデータ・新技術等の導入

⑤外周街路等の交通環境整備 等

歩きたくなる

まちに開かれた１階

多様な人の多様な用途、使い方

開かれた空間が心地良い
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アイレベルの刷新

（沿道施設 階の

開放・リノベーション）

街路等の広場化
公共空間の

芝生化・高質化

オープンカフェ等の実施

街路空間内の

電源設備

荷捌き駐車場の

整備

ＡＩやＩｏＴを活用

した新技術の導入

① 既存ストックの活用に向けた修復・改変

② 歩行者目線の充実・改変

③ 行動観察等まちづくり活動やデザイン検討・利活用施設の導入

④ オープンデータ・新技術等の導入 ⑤ 外周街路等の交通環境整備

デザイン検討

社会実験

景観資源の活用

（観光地の景観改善等）

支援対象イメージ

大宮駅

による人の移動軌跡の把握
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１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～

（４）新技術・データを活用したまちづくりへの支援強化 

 

 

世界的に競争が激化するスマートシティの分野で、我が国が世界の先導役となること

を目指し、官民一体となったモデルプロジェクトの実施、横展開に向けたガイドラインの策

定等を通じて、初期段階から実証・実装段階まで集中的・重点的に支援する。

■拡充内容（スマートシティ実証調査）

スマートシティ実証調査 調 査 億円 倍

 

 

 

 

 

 

 

先進的な取組で全国の牽引役となる官民コンソーシアムを対象に、新たな
課題・分野でのモデルプロジェクトや、実証実験への支援
 

スマートシティモデルプロジェクト

スマートシティのイメージ（例：柏の葉） 

スマートシティに意欲的に取り組む官民コンソーシアムを対象に、官民連携プ
ラットフォームを活用したマッチングや、モデルプロジェクトの課題や成果の横展
開、ガイドラインの策定による取組の促進

スマートシティの横展開
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１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～ 
（５）新技術・データの官民都市インフラへの内装化の推進 

  

スマートシティの推進にあたって、AI、IoT等の新技術を活用しつつ、官民データをまちづ
くりにおいて分析・活用しながら、都市の抱える諸問題に対してマネジメント（計画、整備、
管理、運営等）が行われることが重要であり、データ取得・分析・利活用に資する情報化
基盤施設※の整備が不可欠とされている。 

そのため、地方公共団体等が整備する都市インフラへの新技術・データの内装化を強力
に推進するため、都市インフラ関係の主要支援事業（都市再生整備計画事業、都市・
地域交通戦略推進事業、国際競争拠点都市整備事業、メザニン支援事業等）におい
て、公共施設等と情報化基盤施設の一体整備等へ支援する。 

※情報化基盤施設＝センサー、ビーコン、画像解析カメラ、3Dマップ、高度情報センター、その他の先端的な技術を活用した施設等 

■拡充内容（国際競争拠点都市整備事業、都市・地域交通戦略推進事業、都市再生整備計画事業、メザニン支援事業） 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

国際競争拠点都市整備事業 補 助   142.6 億円(1.40 倍) 
都市・地域交通戦略推進事業 補 助      8.3 億円(1.20 倍) 

社 総 交 10,037 億円の内数 
都市再生整備計画事業 社 総 交 10,037 億円の内数   

メザニン支援事業 政府保証      400 億円(1.14 倍) 

公共施設等と情報化基盤施設を一体的に整備し、都市インフラのスマート化を推進 

公共交通や交通結節点などの都市交通システムを抜本的にスマ
ート化するため、歩行者のスマートな移動支援に向けた情報化基盤
施設整備や、自動運転バスの実装に向けた社会実験等について支
援対象に追加 

都市の国際競争力強化に必要となる公共公益施設の整備等と
一体的に行われる情報化基盤施設整備について支援対象に追加 

民間都市開発推進機構のメザニン支援事業について、現行の支
援限度額の一つである公共施設等整備費に、情報化基盤施設の
整備費用を追加 

都市インフラのスマート化と整備の関係 

モデルプロジェクト等に選定された都市における都市再生整備計
画区域内で実施する公共公益施設と情報化基盤施設の一体的な
整備に対し、国費率を嵩上げして支援 

都市再生整備計画事業 

国際競争拠点都市整備事業 

都市・地域交通戦略推進事業 

メザニン支援事業 

（データ取得イメージ） 

（データ分析・利活用・見える化イメージ） （計画イメージ） 

（施設整備イメージ） 

施行前 

施行後
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１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～  
（６）グリーンインフラの創出 

 

 

 

 
 

官民連携・分野横断によるグリーンインフラの創出を集中的に支援することにより、都
市型水害対策や生産性向上等の「緑や水が持つ多面的効果」を活用した持続可能
で成長力の高い都市の形成を推進する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーンインフラ活用型都市構築支援事業 補 助      1.5 億円(皆増)  

 都市公園・緑地等事業 社総交 10,037 億円の内数   
防安交 12,611 億円の内数   

グリーンインフラによる都市の生産性向上に関する検討調査 調 査      0.2 億円(皆増) 

（グリーンインフラによるワーキングスペース等の生産性向上調査） 

都市内のワーキングスペースを対象とし、オフィス空間から建築物、敷地内、近隣の緑地など
に至るグリーンインフラがもたらす生産性、創造性向上、働き方も含めた都市生活の質の向上へ
の効果を調査・検討し、官民それぞれの空間における効果的なグリーンインフラの導入手法等に
ついてとりまとめる。 
 

（例）屋上緑化と食堂の一体整備による、アイデア発案、 
コミュニケーション等のクリエイティブ活動の場の創出 

（グリーンインフラ活用型都市の構築）
一定のまとまりのあるエリアで実施される
グリーンインフラの創出を集中的に支援

地方公共団体やみどり法人が生産緑地
を貸借し、開設する市民農園を支援の
対象に追加。

○都市型水害対策や賑わいある都
市空間形成等、課題解決に資する
グリーンインフラの整備を推進
・公園緑地の整備 ・緑化施設の整備
・公共公益施設の緑化
・民間建築物の緑化 等

支援内容

○市民農園等整備事業の拡充

【拠点的な市街地における事業イメージ】
✔働きやすく、多様な人材を呼び込む空間を創出

【都市郊外部における事業イメージ】
✔環境に配慮し、潤いある豊かな生活・交流空間の創出

都市空間と河川空間の連動による
相乗効果により都市環境が向上

民間建築物の緑化

公園緑地の整備

©Futakotamagawa Rise

©Futakotamagawa Rise

公共公益施設
（街路空間）の緑化

民間建築物の緑化

緑化施設(ミスト)の整備
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１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～１．都市の成長力引上げ ～内外の人材・投資を惹きつける磁力・国際競争力強化～

（７）水辺とまちが融合した良好な空間形成の推進

まちなかの河川や湖沼、海岸は、地域の景観、歴史、文化、自然環境などにとっ

て重要な資源であり、こうした空間を積極的に活用し、観光・交流、にぎわい、憩い

など人が居心地良く過ごせる場へ更新することが重要である。

このため、都市再生整備計画事業において、居住誘導区域に隣接する河川や

湖沼、海岸沿いの区域を支援対象に追加し、水辺とまちが融合した良好な空間形

成を推進する。

■拡充内容（都市再生整備計画事業）

■「かわ」と「まち」が融合した良好な空間形成の事例

都市再生整備計画事業 社総交 億円の内数

居住誘導区域に隣接する河川や湖沼、海岸沿いの区域を支援対象化

○河川沿いのイベント参加者数

○萬代橋の歩行者・自転車通行量

人 年

（ ）

約 人 年

約 人・台 日

（ ）

約 人・台 日

信濃川を活用し、まちなかの賑わいを創出（新潟県新潟市）

【効果】

居住誘導区域に隣接する河川沿いの区域

居住誘導区域

都市再生整備計画区域

【支援イメージ】

○河川沿いの環境整備

（照明、看板、トイレ、歩行者空間等の整備）

○河川沿いに立地する交流拠点（多目的広場）

の整備 等
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２．コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～  
（１）立地適正化計画作成への支援の強化 
 

 

 
制度創設から５年を迎えた立地適正化計画制度は、取り組む市町村数が増加し

ているものの、住民の合意形成の難しさや、先進的技術の導入など新たな課題への対
応が必要とされ、中小都市の取組が比較的少ない状況にある。 

このため、立地適正化計画作成に取り組む都市数の一層の増加に向け、中小都
市に対する人的支援・技術支援等を強化するとともに、都市機能誘導区域内への機
能誘導等にあたっての課題である適正な跡地管理へ支援する。 
 

■拡充内容（コンパクトシティ形成支援事業） 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

コンパクトシティ形成支援事業 補 助 5.9 億円(1.20 倍) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

立地適正化計画を作成する都市数の一層の増加 

○ 都市機能誘導区域内へ機
能誘導する際の跡地管理 

 都市機能誘導区域外から
区域内への誘導施設の移
転の際の除却、跡地の適
正な管理等の推進 

○ コンパクトシティ施策の促進 
 立地適正化計画の作成、

合意形成促進に向けた人
的支援・技術支援の実施 
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２．コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～２．コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～

（２）近隣市町村による広域連携の促進

コンパクトシティの推進にあたっては、市街地の拡散を抑制しながら、同一都市圏を

形成する市町村が広域に連携し、効率的な施設配置等に取り組むことが重要であ

る。

このため、都道府県を含む広域協議会における連携・調整を経た立地適正化計

画の作成を促進するため、都市再構築戦略事業等において、連携生活拠点区域

の公共交通圏域等の要件を緩和する。

また、中枢中核都市と周辺都市など近隣市町村が連携した立地適正化計画を

作成した場合、都市再構築戦略事業等において、当該市町村における誘導施設

整備等を重点的に支援する。

■拡充内容（都市再構築戦略事業、都市機能立地支援事業）

都市再構築戦略事業 社総交 億円の内数

都市機能立地支援事業 補 助 億円 倍

① 都道府県を含む広域協議会で連携・調整を行って立地適正化計画を作成した場合、

連携生活拠点区域の公共交通圏域等の要件を緩和

② 中枢中核都市と周辺都市など近隣市町村が連携した立地適正化計画を作成した場

合、当該市町村における誘導施設整備及びその周辺の施設整備を重点的に支援

近隣市町村による広域連携のイメージ

①連携生活拠点区域の要件の緩和

区域要件 現行 拡充

複数市町村が連携して
作成した立地適正化計画に
定められた都市機能誘導区域

区域内 区域内

中心拠点区域からの
公共交通圏域

中心拠点区域に接続する駅から半径 以内
又はバス停から 以内
（ピーク時本数３本以上）

中心拠点区域に接続する駅から半径 以内
又はバス停から 以内

（ピーク時本数要件なし）

中心拠点区域の
中心からの距離

半径 の範囲内 指定なし

市街化区域等 区域内 区域内

公共用地率 ％以上 ％以上

Ｂ町

施設の
機能分担・共同利用市

：都市機能誘導区域

：居住誘導区域

：連携生活拠点区域

：中心拠点区域

百貨店

高度医療機関
スーパー

病院

大学
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２．コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～２．コンパクトシティ施策の強化 ～本格的な人口・世帯減少への真剣な備え～

（３）持続可能性の確保

空きビル等の既存建造物の活用による都市機能の誘導を促進するため、都市再

構築戦略事業等において、都市機能誘導区域内における既存建造物を活用した

誘導施設整備等を重点的に支援する。

また、居住誘導区域の居住環境向上を図るため、都市再生区画整理事業にお

いて、居住誘導区域の駅等周辺で低未利用地を集約し利便性を向上させる小規

模な基盤整備を重点的に支援する。

さらに、居住誘導区域外の一部の区域における居住環境の悪化などの外部不経

済の防止と戦略的な誘導に向け、都市再生整備計画事業において、居住誘導区

域外の一部の区域における除却・緑化等の環境整備を推進する。

■拡充内容（都市再生整備計画事業、都市再構築戦略事業、都市再生区画整理事業、都市機能立地支援事業）

都市再生整備計画事業、都市再構築戦略事業、都市再生区画整理事業

社総交 億円の内数

都市機能立地支援事業 補 助 億円 倍

① 都市機能誘導区域内における既存建造物を活用した誘導施設整備及びそ
の周辺の施設整備を重点的に支援（都市再構築戦略事業、都市機能立地支援事業）

② 居住誘導区域の駅等周辺で低未利用地を集約し利便性を向上させる小規
模な基盤整備を重点的に支援（都市再生区画整理事業）

③ 外部不経済の防止と戦略的な誘導のため、居住誘導区域外の一部の区域
における環境整備（緑地・広場等）を推進（都市再生整備計画事業）

駅

③外部不経済防止の

ための環境整備

居住誘導区域

都市機能誘導区域

① 既存建造物を

活用した機能誘導

損傷が進む空き家閉店した商業施設

誘導施設へ再整備 コミュニティ農園として整備

②低未利用地を集約する

ための基盤整備
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３．安心・安全まちづくりの加速化 ～復旧・復興から事前防災まで抜本強化～  
（１）都市におけるメリハリある防災対策の強化 

 

 

 

頻発化・激甚化する災害に対して、都市の安全を確保するため、治水部局と連携し
た浸水想定等の災害危険エリアにおける、災害前の集団移転を促進するための防災
集団移転促進事業を拡充する。 

また、平成 30 年 7 月豪雨での自主防災組織の活動や身近な逃げ場所の確保が
課題となった経験を踏まえ、まちなかの逃げ場所の確保に向けた制度拡充により、メリハ
リある安全・安心なまちづくりの推進を図る。 

 
■拡充内容（防災集団移転促進事業、都市防災総合推進事業） 
 

 

防災集団移転促進事業 補  助      0.4 億円(1.00 倍) 
都市防災総合推進事業 防安交 12,611 億円の内数                   

・事業イメージ【防災集団移転促進事業】 
 治水部局と連携し、堤防整備が及んでいない地区等において、災害前の集
団移転に対し、戸数要件（現行：10 戸以上）の緩和等による支援の強
化 

事業地区の 

川沿いに小集落 

既存建物への避難 避難地 備蓄倉庫 

H30 年７月豪雨の教訓 

（効果的だった点） 

河川沿川に点在する 
小集落等 

住宅団地 

集団移転 

移転者の住宅建設･土地 
購入に対する補助 

移転促進区域内の 
農地及び宅地の買取 

住宅団地の用地取得造成 

公共施設（道路､公園､ 
集会所等)の整備 

移転者の住居の移転に
対する補助 

「国宝・重要文化財の防火設備等の緊急状況調査」（文化庁）を踏まえ、文化財周辺の防火
対策も含めた密集市街地の整備改善の促進 

・事業イメージ【都市防災総合推進事業】 
 万が一の災害に備え、地区レベルの自主防災組織の活動と連
携した避難施設の整備に向けて、地区要件の緩和等によるまち
なかの災害対応力の強化 

避難場所 

地区レベルの避難場所の整備への支援強化 
出典：｢平成 30 年7 月豪雨による水害・土砂災害からの避難

に関するＷＧ第２回資料｣(内閣府(防災担当))より 

事前防災のための集団移転の促進 

密集市街地の整備改善 

まちなかの身近な逃げ場所の確保 

機能の追加 

・自主防災組織等の呼びかけ【12 団体】 
（課題だと感じる点） 

・指定緊急避難場所の収容人数不足等 

自主防災組織等の共助力の強化､
身近な避難施設の整備が重要 
 

イメージ 

被災した市町村に対し､住民避難 
行動のアンケートを実施  【67 団体】 

【7 団体】 

が点在する事例 
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．安心・安全まちづくりの加速化 ～復旧・復興から事前防災まで抜本強化～．安心・安全まちづくりの加速化 ～復旧・復興から事前防災まで抜本強化～

（２）宅地被害からの復旧や事前対策の抜本的強化 

 

 

 

頻発する大規模地震による盛土造成地の滑動崩落や液状化等の宅地被害か

らの復旧の円滑化に向け、国費率の嵩上げを制度化する。

あわせて、事前対策において、被災の危険性の高い大規模盛土造成地など、

対策を優先すべき地域における宅地の防災対策を抜本的に強化する。

■拡充内容（宅地耐震化推進事業）

宅地耐震化推進事業 防安交 億円の内数

【従来の国費率】 

対策工事のイメージ

（ ） 被害からの復旧や事前対策の抜本的強化

／  

【拡充】 

１／２ 

１／２ 

１／  

国負担分 地方負担分 

盛土ごとの安全性を確認する調査 

大規模地震からの復旧のため、熊本地

震、北海道胆振東部地震について、国

費率を嵩上げし支援（ → ）

年熊本地震 年北海道胆振東部地

震

同程度の規模の地震の場合、

国費率の嵩上げを恒久制度化し、宅地

被害からの復旧を円滑化

国土強靱化３か年緊急対策を受けて、 

 

盛土の位置を把握する調査 

国負担分 

居住誘導区域の一部エリア等について、 

１／２ 

地方負担分 

危険な盛土の場合、対策工事を実施調査の国費率を 1/3から 1/2に嵩上げ(R2年度まで) 

 

大規模地震による宅地災害からの早期復旧

宅地の事前対策の抜本的強化

地方負担分を軽減 

※熊本地震、北海道胆振東部地震の宅地復旧 

１／２ 

地方負担分 

居住誘導区域の一部のエリア等 

住民負担  

【従来の国費率】 

通常 

大規模 
地震時※

国負担分 

-30-



帰宅困難者支援 

3．安心・安全まちづくりの加速化 ～復旧・復興から事前防災まで抜本強化～  
（３）都市インフラの老朽化対策 

 
 

高度経済成長期に集中的に整備され、今後急速に老朽化することが懸念される
都市インフラについて、都市再生整備計画事業において、都市計画施設の改修事業
を推進する。 

 
■拡充内容（都市再生整備計画事業） 

 

 
 
 
 

 
 
 
（４）防災性能の向上等に対応した施設建築物整備の促進 

 

 

防災性能や省エネルギー性能の向上といった緊急的な政策課題に対応した、質の高
い施設建築物の整備する市街地再開発事業等の施行者に対し、国が特別の助成を
行うことにより、事業の緊急的な促進を図る。 

 
■拡充内容（防災・省エネまちづくり緊急促進事業） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市再生整備計画事業 社総交 10,037 億円の内数 

防災・省エネまちづくり緊急促進事業 補 助 25.3 億円(1.20 倍) 

 省エネルギー性 

子育て支援 
（託児スペース） 

都市緑化 

災害時には通路を
区画し一時滞在施
設として利用 

 都市計画施設の改修事業を推進 

＜イメージ＞ 
○公園における老朽化した遊具の改修 

帰宅困難者支援 
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国営公園のハード・ソフト両面の魅力向上 
・歴史文化資産や自然を活かした魅力的な施設整備等 
・魅力的な体験プログラムの展開 ・入園料等の柔軟な設定の検討 
 

４．公園、景観を活かした、魅力ある都市空間の形成 
（１）国営公園等の整備推進 

 

 
 

国営公園等において、地域活性化や観光振興をより一層推進するため、我が国
固有の優れた歴史文化資産や豊かな自然を活かした施設の整備とともに、誰もが利
用しやすい環境の整備を推進する。 

また、震災の記憶や歴史・文化を後世に伝えるための施設整備を推進する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営公園等事業 直 轄 290.9 億円(1.24 倍)等 
国営追悼・祈念施設整備事業 直 轄   14.3 億円(0.60 倍)   

国営追悼・祈念施設（仮称） 
（岩手県・宮城県・福島県） 

 

国営の追悼・祈念施設※の整備を推進 
※地方公共団体が設置する復興祈念公園の中に、国が 

整備する中核的施設となる丘や広場等 
【整備目標】 
○岩手県・宮城県：R2 年度末完成予定 
○福島県       ：R2 年度中の一部利用 

震災の記憶や歴史・文化の伝承 

＜作成：岩手県＞ 

高田松原津波復興祈念公園（岩手県）イメージ 

明治記念大磯邸園 
（神奈川県大磯町）   

地方公共団体との連携の下、旧伊藤博文邸等の
建物群及び緑地の一体的な保存・活用に向けて整備
を推進 

【整備目標】 
○R2 年夏頃を目途に、旧大隈別邸及び陸奥別邸跡の庭

園等の一部区域を公開 

地域活性化や観光振興 

一面のネモフィラが絶景として注目され、地域の観光拠点に 

国営常陸海浜公園（茨城県） 

弥生時代の建物等を復元した園内で歴史文化を体験 

国営吉野ヶ里歴史公園（佐賀県） 

明治 150 年記念公開の様子
（H30 年 10 月～12 月） 
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４．公園、景観を活かした、魅力ある都市空間の形成４．公園、景観を活かした、魅力ある都市空間の形成

（２）官民連携等による都市公園整備の推進

平成 年度の都市公園法改正により創設された公募設置管理制度（ ）

のより一層の活用を推進するとともに、 を活用する都市公園に対し、計画的

かつ集中的な支援を行うことにより、ストック効果の早期発現、施策効果の最大化を図

る。また、都市公園における住民の健康づくりの取組を推進する。

都市公園・緑地等事業 社総交 億円の内数

健康増進のための公園活用推進調査 調 査 億円 皆増

介護予防や健康づくりのニーズの高まりを踏まえ、都市公園における健康づくりの取組を推進

健康増進のための公園活用

従前

新制度 公的資金

広場、園路等の公共部分
（特定公園施設）

民間資金

民間資金

公的資金

収益を充当

カフェ等の収益施設
（公募対象公園施設）

都市公園

収益を活用して整備

民間が収益施設と
公共部分を一体的に整備

公共による周辺
の整備を加速

提供：名古屋市

北九州市（勝山公園）

Ｐ－ＰＦＩを活用した都市公園整備（イメージ）

公募済 事業者決定
事業実施済

選定中 決定済

国営公園 １ １ ０ ０

自治体の公園 ２４ ６ １７ １

合計 ２５ ７ １７ １

♣Ｐａｒｋ－ＰＦＩの活用状況 （平成30年度末時点）

名古屋市（久屋大通公園）

-33-



-34-



４．公園、景観を活かした、魅力ある都市空間の形成 
（４）地域の景観を活かした魅力あるまちづくりの推進 
 

 

地域住民にとって住みよい環境を整備するとともに、内外からの観光客の訪問先とな
る魅力あるまちづくりを推進するためには、歴史的なまちなみや自然景観など、地域の
個性や特性を活かした景観形成を図ることが重要である。 

このため、外部専門家の活用や景観規制上の既存不適格物件の是正等地域にお
ける魅力ある景観形成に向けた取組を支援し、地域活性化や観光立国の実現等を
図る。 

 
 

景観改善推進事業 補 助 1.4 億円(皆増) 

支援内容 

・景観計画の策定・見直しに向けた検討、外部専門家登用やコーディネート活動に対する支援 
・景観規制上の既存不適格となる建築物等への是正措置に対する支援           

地域の個性を活かした景観の形成 棚田等で構成される良好な自然景観 

（良好な景観のイメージ） 

景観規制上の既存不適格となった建築物の外観の塗り替え 

周囲と調和した 
薄いベージュ色 

景観規制に不適合
となる派手な色 
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５．都市分野の海外展開５．都市分野の海外展開

（１）都市開発の海外展開

政府の「インフラシステム輸出戦略」等において掲げられた「 年に約 兆円」

の目標を達成するため、大規模開発に関するノウハウを有する独立行政法人都市再

生機構（ ）等との連携を強化し、官民一体となった取組を推進する。

また、中間所得層を含めた相手国のニーズに対応した都市開発案件の形成・発掘

や、 ・スマートシティ等の新分野における我が国のプレゼンス向上等を図ることによ

り、日本企業による都市開発プロジェクト受注を加速化する。

■取組イメージ

 

都市開発海外展開支援事業、都市開発の海外展開に向けた調査 億円 倍

相手国のニーズに対応した大規模開発
（インドネシア ジャカルタ郊外複合都市開発事業 イメージ図）

スマートコンテンツを活用した都市開発
（タイ バンスー駅周辺地区開発 イメージ図）

※ 年 スマートシティ開発セミナー資料より

日本企業による受注・投資の促進我が国の
強みの発信

案件
発掘

開発計画
策定支援

現地政府・企業
との関係構築

・スマートシティ
等に関する国際機関等
との共同研究・セミナー

セミナー・ワークショップ

案件発掘・形成調査
・中間所得層を含む相手国ニーズに対応した
都市開発
・スマートシティ関連産業等と連携した都市開発

大規模開発のノウハウを有する 等との連携強化

・開発構想・計画の予備的調査
・案件のフィージビリティ調査

許認可
取得支援

による
出資等

による出資案件 件の
うち都市開発案件９件
総額約 億円

※令和元年７月時点
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○
46

8都
市

が
立

地
適

正
化

計
画

に
つ

い
て

具
体

的
な

取
組

を
行

って
い

る
。

（
平

成
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年
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日

時
点

）
○
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都
市

が
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和
元

年
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1日
ま

で
に

計
画

を
作

成
・公

表
。

※
令
和
元
年
5
月
1
日
ま
で
に
作
成
・
公
表
の
都
市
（

）
都
市
機
能
誘
導
区
域
、
居
住
誘
導
区
域
と
も
に
設
定
し
た
市
町
村
（
◎
：
2
4
7
都
市
）
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
み
設
定
し
た
市
町
村
（
○
：
3
都
市
）

（
令
和
元
年
5
月
1
日
時
点
）

合
計
4
6
8
都
市

雫
石
町

茂
木
町

◎
五
泉
市

◎
大
月
市

焼
津
市

◎
桑
名
市

◎
東
大
阪
市

さ
ぬ
き
市

◎
札
幌
市

野
田
村

◎
水
戸
市

芳
賀
町

◎
千
葉
市

◎
上
越
市

上
野
原
市

◎
掛
川
市

名
張
市

◎
阪
南
市

岡
山
市

三
豊
市

◎
長
崎
市

◎
函
館
市

日
立
市

船
橋
市

阿
賀
野
市

◎
藤
枝
市

◎
亀
山
市

倉
敷
市

◎
多
度
津
町

佐
世
保
市

◎
旭
川
市

仙
台
市

◎
土
浦
市

◎
前
橋
市

木
更
津
市

◎
魚
沼
市

◎
長
野
市

◎
袋
井
市

◎
伊
賀
市

神
戸
市

津
山
市

◎
大
村
市

◎
室
蘭
市

栗
原
市

古
河
市

高
崎
市

◎
松
戸
市

南
魚
沼
市

◎
松
本
市

◎
裾
野
市

◎
朝
日
町

◎
姫
路
市

笠
岡
市

◎
松
山
市

時
津
町

◎
釧
路
市

◎
大
崎
市

石
岡
市

桐
生
市

◎
成
田
市

◎
胎
内
市

◎
上
田
市

湖
西
市

◎
尼
崎
市

総
社
市

◎
宇
和
島
市

◎
美
唄
市

柴
田
町

龍
ケ
崎
市

◎
伊
勢
崎
市

◎
佐
倉
市

田
上
町

岡
谷
市

菊
川
市

大
津
市

西
宮
市

○
高
梁
市

◎
八
幡
浜
市

◎
熊
本
市

士
別
市

利
府
町

◎
下
妻
市

◎
太
田
市

◎
柏
市

湯
沢
町

飯
田
市

◎
伊
豆
の
国
市

◎
彦
根
市

◎
西
脇
市

備
前
市

◎
新
居
浜
市

◎
荒
尾
市

名
寄
市

秋
田
県

常
総
市

◎
館
林
市

◎
市
原
市

◎
諏
訪
市

牧
之
原
市

近
江
八
幡
市

宝
塚
市

赤
磐
市

◎
西
条
市

玉
名
市

◎
北
広
島
市

◎
秋
田
市

常
陸
太
田
市

渋
川
市

◎
流
山
市

◎
富
山
市

◎
小
諸
市

函
南
町

◎
草
津
市

高
砂
市

真
庭
市

大
洲
市

◎
菊
池
市

石
狩
市

◎
横
手
市

高
萩
市

藤
岡
市

◎
酒
々
井
町

◎
高
岡
市

伊
那
市

清
水
町

◎
守
山
市

◎
朝
来
市

◎
伊
予
市

合
志
市

当
別
町

◎
大
館
市

笠
間
市

◎
吉
岡
町

栄
町

魚
津
市

◎
駒
ヶ
根
市

◎
長
泉
町

栗
東
市

◎
た
つ
の
市

◎
広
島
市

◎
四
国
中
央
市

益
城
町

◎
福
島
町

◎
湯
沢
市

取
手
市

◎
明
和
町

◎
氷
見
市

飯
山
市

森
町

◎
甲
賀
市

◎
福
崎
町

呉
市

◎
西
予
市

◎
八
雲
町

◎
大
仙
市

◎
牛
久
市

◎
邑
楽
町

八
王
子
市

◎
黒
部
市

◎
茅
野
市

◎
野
洲
市

◎
太
子
町

◎
竹
原
市

◎
大
分
市

長
万
部
町

山
形
県

◎
つ
く
ば
市

府
中
市

◎
小
矢
部
市

塩
尻
市

◎
名
古
屋
市

◎
湖
南
市

◎
三
原
市

◎
高
知
市

別
府
市

江
差
町

山
形
市

ひ
た
ち
な
か
市

さ
い
た
ま
市

日
野
市

◎
入
善
町

◎
佐
久
市

◎
豊
橋
市

◎
東
近
江
市

奈
良
市

尾
道
市

◎
南
国
市

竹
田
市

◎
古
平
町

米
沢
市

守
谷
市

◎
川
越
市

◎
福
生
市

◎
千
曲
市

◎
岡
崎
市

大
和
高
田
市

福
山
市

◎
土
佐
市

豊
後
高
田
市

◎
鷹
栖
町

◎
鶴
岡
市

常
陸
大
宮
市

熊
谷
市

狛
江
市

◎
金
沢
市

◎
安
曇
野
市

○
一
宮
市

京
都
市

◎
大
和
郡
山
市

◎
府
中
市

須
崎
市

杵
築
市

◎
東
神
楽
町

酒
田
市

坂
東
市

秩
父
市

◎
小
松
市

富
士
見
町

瀬
戸
市

◎
舞
鶴
市

◎
天
理
市

◎
東
広
島
市

四
万
十
市

豊
後
大
野
市

◎
芽
室
町

寒
河
江
市

か
す
み
が
う
ら
市

◎
本
庄
市

相
模
原
市

◎
輪
島
市

白
馬
村

◎
春
日
井
市

◎
亀
岡
市

◎
桜
井
市

◎
廿
日
市
市

玖
珠
町

足
寄
町

上
山
市

つ
く
ば
み
ら
い
市

◎
東
松
山
市

◎
横
須
賀
市

◎
加
賀
市

◎
豊
川
市

◎
長
岡
京
市

◎
五
條
市

◎
北
九
州
市

村
山
市

◎
小
美
玉
市

◎
春
日
部
市

鎌
倉
市

羽
咋
市

◎
岐
阜
市

◎
刈
谷
市

八
幡
市

◎
葛
城
市

下
関
市

◎
大
牟
田
市

宮
崎
市

◎
青
森
市

◎
長
井
市

大
洗
町

深
谷
市

◎
藤
沢
市

白
山
市

◎
大
垣
市

◎
豊
田
市

◎
京
田
辺
市

宇
陀
市

宇
部
市

◎
久
留
米
市

◎
都
城
市

◎
弘
前
市

南
陽
市

城
里
町

草
加
市

◎
小
田
原
市

◎
野
々
市
市

◎
多
治
見
市

◎
安
城
市

南
丹
市

◎
川
西
町

◎
山
口
市

◎
直
方
市

日
向
市

◎
八
戸
市

◎
中
山
町

東
海
村

蕨
市

秦
野
市

穴
水
町

◎
関
市

蒲
郡
市

田
原
本
町

萩
市

◎
飯
塚
市

三
股
町

◎
黒
石
市

阿
見
町

◎
戸
田
市

厚
木
市

中
津
川
市

江
南
市

◎
豊
中
市

◎
王
寺
町

防
府
市

田
川
市

国
富
町

◎
五
所
川
原
市

◎
福
島
市

境
町

朝
霞
市

◎
大
和
市

◎
福
井
市

瑞
浪
市

◎
小
牧
市

◎
池
田
市

岩
国
市

八
女
市

◎
十
和
田
市

会
津
若
松
市

◎
志
木
市

伊
勢
原
市

◎
敦
賀
市

美
濃
加
茂
市

◎
東
海
市

◎
吹
田
市

◎
和
歌
山
市

○
光
市

筑
後
市

◎
鹿
児
島
市

◎
む
つ
市

◎
郡
山
市

◎
宇
都
宮
市

蓮
田
市

◎
海
老
名
市

◎
小
浜
市

各
務
原
市

知
多
市

◎
高
槻
市

◎
海
南
市

柳
井
市

◎
行
橋
市

鹿
屋
市

七
戸
町

い
わ
き
市

足
利
市

◎
坂
戸
市

松
田
町

◎
大
野
市

大
野
町

◎
知
立
市

◎
守
口
市

◎
有
田
市

◎
周
南
市

小
郡
市

薩
摩
川
内
市

階
上
町

白
河
市

栃
木
市

鶴
ヶ
島
市

◎
勝
山
市

静
岡
県

尾
張
旭
市

◎
枚
方
市

◎
新
宮
市

◎
宗
像
市

曽
於
市

須
賀
川
市

佐
野
市

日
高
市

◎
新
潟
市

◎
鯖
江
市

◎
静
岡
市

豊
明
市

◎
茨
木
市

◎
湯
浅
町

徳
島
市

太
宰
府
市

い
ち
き
串
木
野
市

盛
岡
市

◎
喜
多
方
市

鹿
沼
市

◎
毛
呂
山
町

◎
長
岡
市

◎
あ
わ
ら
市

◎
浜
松
市

田
原
市

◎
八
尾
市

小
松
島
市

朝
倉
市

奄
美
市

宮
古
市

◎
二
本
松
市

日
光
市

◎
越
生
町

◎
三
条
市

◎
越
前
市

◎
沼
津
市

弥
富
市

◎
寝
屋
川
市

鳥
取
市

◎
阿
南
市

那
珂
川
市

◎
姶
良
市

大
船
渡
市

田
村
市

小
山
市

小
川
町

◎
新
発
田
市

◎
越
前
町

熱
海
市

◎
東
郷
町

◎
河
内
長
野
市

若
桜
町

◎
遠
賀
町

徳
之
島
町

◎
花
巻
市

国
見
町

真
岡
市

川
島
町

◎
小
千
谷
市

◎
美
浜
町

三
島
市

◎
大
東
市

◎
高
松
市

◎
北
上
市

猪
苗
代
町

大
田
原
市

◎
鳩
山
町

◎
見
附
市

◎
高
浜
町

伊
東
市

◎
津
市

和
泉
市

◎
松
江
市

◎
丸
亀
市

鹿
島
市

那
覇
市

陸
前
高
田
市

◎
矢
吹
町

◎
那
須
塩
原
市

上
里
町

◎
燕
市

島
田
市

四
日
市
市

◎
箕
面
市

◎
大
田
市

◎
坂
出
市

◎
小
城
市

二
戸
市

新
地
町

那
須
烏
山
市

◎
寄
居
町

◎
糸
魚
川
市

甲
府
市

◎
富
士
市

◎
伊
勢
市

◎
門
真
市

江
津
市

善
通
寺
市

◎
嬉
野
市

八
幡
平
市

◎
下
野
市

妙
高
市

山
梨
市

◎
磐
田
市

◎
松
阪
市

◎
高
石
市

隠
岐
の
島
町

観
音
寺
市

基
山
町

長
崎
県

北
海
道

茨
城
県

千
葉
県

岡
山
県

宮
城
県

群
馬
県

長
野
県

兵
庫
県

愛
媛
県

福
岡
県

熊
本
県

富
山
県

広
島
県

東
京
都

大
分
県

愛
知
県

高
知
県

滋
賀
県

埼
玉
県

奈
良
県

石
川
県

京
都
府

神
奈
川
県

岩
手
県

岐
阜
県

山
口
県

宮
崎
県

青
森
県

大
阪
府

福
島
県

福
井
県

栃
木
県

沖
縄
県

和
歌
山
県

鹿
児
島
県

新
潟
県

徳
島
県

鳥
取
県

香
川
県

三
重
県

島
根
県

佐
賀
県

山
梨
県

２
．

立
地

適
正

化
計

画
の

作
成

に
取

り組
む

都
市
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市
街
地
の
拡
散
を
抑
制
す
る
こ
と
（
中
間
と
り
ま
と
め
５
）

〇
1
1
号
条
例
等
に
つ
い
て
、
廃
止
や
開
発
許
容
区
域
の
限
定
、
地
区
計
画
の
活
用
な
ど
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
や
開
発
許
可
制
度
の
趣
旨
に
則
っ
た
運
用
に
適
正
化
。

〇
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
多
岐
に
わ
た
る
意
義
等
を
わ
か
り
や
す
く
再
整
理
し
、
住
民
・
行
政
等
で
共
有
。

〇
ま
ち
な
か
等
の
魅
力
の
向
上
、
市
街
地
の
拡
散
の
抑
制
を
車
の
両
輪
と
し
て
各
々
の
取
組
を
強
化
。

〇
分
野
や
市
町
村
域
を
超
え
た
連
携
を
進
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
効
果
的
に
推
進
。
新
た
に
防
災
対
策
と
の
連
携
強
化
も
開
始
。

＜
中
間
と
り
ま
と
め
の
ポ
イ
ン
ト
＞

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
意
義
等
を
改
め
て
わ
か
り
や
す
く
整
理
・
共
有
す
る
こ
と
（
中
間
と
り
ま
と
め
１
）

〇
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
意
義
は
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
域
内
投
資
・
消
費
の
持
続
的
確
保
、
生
産
性
向
上
、
健
康
増
進
、
財
政
健
全
化
、
環
境
保
全
、
防
災
力

強
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
。
そ
の
価
値
観
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、
住
民
、
民
間
事
業
者
、
行
政
で
共
有
。

〇
今
後
の
ま
ち
の
見
通
し
、
実
施
す
べ
き
政
策
等
の
可
視
化
や
効
果
の
把
握
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
の
発
信
に
よ
り
、
住
民
等
の
理
解
を
促
進
。

立
地
適
正
化
計
画
の
制
度
・
運
用
を
不
断
に
改
善
し
、

実
効
性
を
高
め
る
こ
と
（
中
間
と
り
ま
と
め
２
）

〇
客
観
的
な
デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、
目
標
値
や
居
住
誘
導
区
域
の

範
囲
を
適
切
に
設
定
し
、
住
民
へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
。

〇
居
住
誘
導
区
域
に
お
い
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
病
院
等
の
適
切

な
立
地
を
促
進
す
る
等
に
よ
り
、
そ
の
魅
力
を
向
上
。

居
住
誘
導
区
域
外
に
目
配
り
す
る
こ
と
（
中
間
と
り
ま
と
め
４
）

〇
あ
る
べ
き
将
来
像
を
構
築
し
、
住
民
と
共
有
。

〇
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
地
域
づ
く
り
を
促
進
。

〇
空
き
地
等
の
発
生
に
よ
る
居
住
環
境
の
悪
化
等
を
経
過
措
置
的
に
防
止
す
る
仕
組
み
を
整
備
。

〇
地
域
特
性
に
応
じ
よ
り
き
め
細
や
か
に
緑
地
や
農
地
の
保
全
に
活
用
で
き
る
仕
組
み
も
検
討
。

分
野
や
市
町
村
域
を
超
え
た
連
携
を
進
め
る
こ
と

（
中
間
と
り
ま
と
め
３
）

〇
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
様
々
な
分
野
の
政
策
の

推
進
基
盤
と
し
て
、
関
連
す
る
計
画
や
政
策
分
野
（
公
共
交
通
、

住
宅
、
健
康
・
医
療
等
）
と
の
連
携
を
強
化
。

〇
市
町
村
の
単
位
を
超
え
た
広
域
連
携
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
整
備
。

〇
小
規
模
市
町
村
に
対
し
、
都
市
圏
全
体
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

政
策
へ
の
協
力
の
働
き
か
け
や
人
的
支
援
等
を
実
施
。

〇
災
害
リ
ス
ク
評
価
の
環
境
整
備
等
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等
の
居
住
誘
導

区
域
か
ら
の
除
外
を
徹
底
。

〇
防
災
部
局
と
連
携
し
、
居
住
誘
導
区
域
の
内
・
外
で
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
安
全
確
保

対
策
や
優
先
順
位
の
考
え
方
等
を
立
地
適
正
化
計
画
へ
位
置
付
け
。

〇
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
か
ら
居
住
誘
導
区
域
へ
の
自
主
的
な
移
転
を
支
援
。

〇
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
提
供
等
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
自
己
業
務
用
建
築

物
等
の
開
発
を
抑
制
。

立
地
適
正
化
計
画
等
と
防
災
対
策
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
（
中
間
と
り
ま
と
め
６
）

３
．

都
市

計
画

基
本

問
題

小
委

員
会

中
間

とり
ま

とめ
概

要
（

令
和

元
年

7月
30

日
）

～
安

全
で

豊
か

な
生

活
を

支
え

る
コン

パ
ク

ト
な

ま
ち

づ
くり

の
更

な
る

推
進

を
目

指
して

～
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都
市

再
生

特
別

措
置

法
に

基
づ

き
、

「都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

」に
お

い
て

、民
間

の
優

良
ス

トッ
ク形

成
を

重
点

的
に

支
援

。
全

国
の

都
市

で
、「

都
市

再
生

整
備

計
画

」に
基

づ
き

公
共

公
益

施
設

整
備

な
どま

ち
づ

くり
を

支
援

。

都
市

再
生

整
備

計
画

〔市
町

村
が

作
成

〕に
基

づ
く各

種
支

援
（

これ
まで

1,
05

8市
町

村
、3

,1
15

地
区

で
策

定
）

都
市

再
生

を
推

進
す

べ
き地

域
を

政
令

指
定

：
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
(5

5地
域

)
特

定
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
(1

3地
域

)
：

特
に

都
市

の
国

際
競

争
力

の
強

化

・都
市

再
生

特
別

地
区

（
91

地
区

）
容

積
率

・高
さ・

用
途

等
の

制
限

緩
和

・都
市

再
生

事
業

に
係

る
認

可
等

の
迅

速
化

・都
市

計
画

提
案

制
度

（
70

件
）

法
制

上
の

支
援

措
置

（
都

市
計

画
等

の
特

例
）

・国
際

競
争

拠
点

都
市

整
備

事
業

〈特
定

地
域

の
み

〉
道

路
や

鉄
道

施
設

等
の

重
要

イン
フラ

や
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
管

の
整

備
等

・国
際

的
ビジ

ネ
ス

環
境

等
改

善
・シ

テ
ィセ

ー
ル

ス
支

援
事

業
地

域
戦

略
及

び
整

備
計

画
の

作
成

シ
テ

ィセ
ー

ル
ス

の
た

め
の

国
内

外
で

の
プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

既
存

施
設

のリ
ノベ

ーシ
ョン

によ
る国

際
交

流
創

造
施

設
の

整
備

等

・都
市

安
全

確
保

促
進

事
業

計
画

策
定

及
び

計
画

に
基

づ
く備

蓄
倉

庫
等

の
整

備

財
政

支
援

一
定

規
模

の
民

間
プ

ロ
ジ

ェク
ト

が
見

込
ま

れ
る

区
域

全
国

の
都

市
区

域

民
間

都
市

再
生

整
備

事
業

計
画

の
認

定
（

48
計

画
）

民
間

都
市

開
発

推
進

機
構

に
よ

る
メザ

ニン
支

援
・ま

ち
再

生
出

資
金

融
支

援

・社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
に

よ
り、

ま
ち

づ
くり

を
財

政
的

に
支

援
道

路
や

公
園

、広
場

等
の

ハ
ー

ド事
業

各
種

調
査

や
社

会
実

験
等

の
ソ

フト
事

業
等

財
政

支
援

※
20

19
年

3月
31

日
現

在
（

民
間

都
市

再
生

事
業

計
画

は
20

19
年

5月
31

日
現

在
、都

市
計

画
提

案
制

度
利

用
件

数
は

20
17

年
3月

31
日

現
在

）

民
間

都
市

再
生

事
業

計
画

の
認

定
（

12
4計

画
）

民
間

都
市

開
発

推
進

機
構

に
よる

メザ
ニン

支
援

金
融

支
援

建
物

取
得

時
の

不
動

産
取

得
税

に
係

る
特

例
措

置
等

税
制

支
援

４
．

都
市

再
生

制
度
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５
．

都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

仙
台

市
１

地
域

79
ha

さい
た

ま
市

川
口

市
３

地
域

24
5h

a

東
京

都
７

地
域

2,
94

5h
a

東
京

都
心

・臨
海

地
域

2,
04

0h
a

品
川

駅
・田

町
駅

周
辺

地
域

18
4h

a
新

宿
駅

周
辺

地
域

22
1h

a
渋

谷
駅

周
辺

地
域

13
9h

a
池

袋
駅

周
辺

地
域

14
3h

a

千
葉

市
柏

市
４

地
域

18
5h

a

横
浜

市
川

崎
市

相
模

原
市

厚
木

市
７

地
域

81
7h

a
横

浜
都

心
・臨

海
地

域
33

1h
a

浜
松

市
１

地
域

40
ha

岐
阜

市
１

地
域

30
ha

名
古

屋
市

常
滑

市
３

地
域 92
4h

a
名

古
屋

駅
周

辺
・伏

見
・栄

地
域

30
3h

a

京
都

市
２

地
域

37
5h

a

神
戸

市
２

地
域

37
1h

a

大
阪

市
堺

市
豊

中
市

高
槻

市
守

口
市

寝
屋

川
市

12
地

域
1,

13
9h

a

大
阪

駅
周

辺
･中

之
島

･御
堂

筋
周

辺
地

域
20

9h
a

大
阪

コス
モ

ス
クエ

ア
駅

周
辺

地
域

53
ha

岡
山

市
1地

域
11

3h
a

広
島

市
福

山
市

３
地

域
24

5h
a

高
松

市
１

地
域

51
ha

福
岡

市
２

地
域

79
0h

a
北

九
州

市
１

地
域

10
2h

a
福

岡
都

心
地

域
23

1h
a

那
覇

市
１

地
域

11
ha

札
幌

市
１

地
域

22
5h

a
札

幌
都

心
地

域
14

5h
a

都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

：
55

地
域

9,
09

2h
a

平
成

31
年

3月
31

日
時

点

特
定

都
市

再
生

緊
急

整
備

地
域

：
13

地
域

4,
11

0h
a

神
戸

三
宮

駅
周

辺
・臨

海
地

域
45

ha

東
京

都
・川

崎
市

（
都

県
跨

ぎ
）

1地
域

33
9h

a

羽
田

空
港

南
・川

崎
殿

町
・大

師
河

原
地

域
66

ha

福
井

市
１

地
域

66
ha

1.
福

岡
箱

崎
地

域
（

福
岡

市
）

5.
枚

方
市

駅
周

辺
地

域
（

枚
方

市
）

6.
新

大
阪

駅
周

辺
地

域
（

大
阪

市
）

3.
松

戸
駅

周
辺

地
域

（
松

戸
市

）
7.

長
崎

都
心

地
域

（
長

崎
市

）

[候
補

地
域

]
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６
．

「ま
ち

な
か

ウ
ォー

カ
ブ

ル
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
予

算
概

算
要

求
時

点
版

）
」

～
ウ

ォー
カ

ブ
ル

な
ま

ち
な

か
形

成
に

対
す

る
一

括
支

援
～

ま
ち

な
か

の
官

民
の

パ
ブ

リッ
ク

空
間

を
エ

リア
一

体
的

に
捉

え
、居

心
地

が
良

く歩
き

た
くな

る
ま

ち
な

か
へ

の
修

復
・改

変
を

一
括

で
推

進

○
ま

ち
な

か
リノ

ベ
ー

シ
ョン

推
進

事
業

等
【新

規
】

・
「居

心
地

が
良

く歩
き

た
くな

る
ま

ち
な

か
」形

成
に

向
け

、歩
行

者
の

目
線

(ア
イレ

ベ
ル

)に
着

目
し、

街
路

・公
園

等
の

既
存

ス
トッ

ク(
公

共
空

間
)を

最
大

限
活

用
した

修
復

・改
変

を
支

援
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）

・
「居

心
地

が
良

く歩
き

た
くな

る
ま

ち
な

か
」形

成
に

向
け

、既
存

の
景

観
資

源
を

最
大

限
活

用
し、

ま
ち

な
か

の
景

観
を

保
全

・創
出

す
る

取
組

を
支

援
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）
、

(４
)オ

ンリ
ー

ワン
都

市
再

生
の

推
進

○
都

市
再

生
整

備
計

画
事

業
【拡

充
】

・
水

辺
空

間
とま

ち
空

間
が

融
合

した
良

好
な

空
間

形
成

を
推

進
す

る
た

め
、居

住
誘

導
区

域
に

隣
接

す
る

河
川

や
湖

沼
、海

岸
沿

い
の

区
域

に
お

け
る

施
設

整
備

を
支

援
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）

○
ま

ち
な

か
公

共
空

間
等

活
用

支
援

事
業

【新
規

】
・

「居
心

地
が

良
く歩

き
た

くな
る

ま
ち

な
か

」形
成

に
向

け
、都

市
再

生
推

進
法

人
が

官
民

の
公

共
空

間
を

活
用

して
行

う多
様

な
活

動
（

デ
ジ

タル
サ

イネ
ー

ジ
広

告
の

設
置

、デ
ッキ

広
場

の
活

用
等

）
の

支
援

を
検

討
→

(６
)多

様
な

資
金

の
循

環
の

促
進

○
市

民
緑

地
等

整
備

事
業

【継
続

】
・

緑
地

保
全

・緑
化

推
進

法
人

が
設

置
・管

理
す

る
認

定
市

民
緑

地
に

お
け

る
、植

栽
や

ベ
ン

チ
等

の
施

設
整

備
を

支
援

→
(９

)芝
生

の
チ

カラ
の

活
用

「居
心

地
が

良
く歩

き
た

くな
る

ま
ち

な
か

」づ
くり

の
キ

ー
ワ

ー
ド

※
「→

」は
懇

談
会

の
提

言
とし

て
ま

とめ
られ

た
～

国
に

よ
る

「1
0の

施
策

」～
に

お
け

る
関

連
項

目

○
令

和
元

年
6月

26
日

、「
都

市
の

多
様

性
とイ

ノベ
ー

シ
ョン

の
創

出
に

関
す

る
懇

談
会

」の
提

言
とし

て
、『

「居
心

地
が

良
く歩

き
た

くな
る

ま
ち

な
か

」か
らは

じ
ま

る
都

市
の

再
生

』が
とり

ま
とめ

られ
ま

した
。

○
これ

を
受

け
、国

土
交

通
省

で
は

、「
ま

ち
な

か
ウ

ォー
カ

ブ
ル

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

予
算

概
算

要
求

時
点

版
）

」と
して

、関
連

す
る

令
和

２
年

度
予

算
概

算
要

求
、税

制
改

正
要

望
、今

後
行

う予
定

の
検

討
会

、作
成

予
定

の
事

例
集

等
を

とり
ま

とめ
ま

した
。

○
ま

た
、今

回
の

提
言

に
共

鳴
し、

とも
に

取
組

を
進

め
る

「ウ
ォー

カ
ブ

ル
推

進
都

市
」に

、１
５

３
団

体
の

賛
同

（
８

月
１

６
日

現
在

）
が

あ
りま

した
。ウ

ォー
カブ

ル
推

進
都

市
を

パ
ー

トナ
ー

とし
て

、引
き

続
き

、政
策

の
検

討
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

※
報

告
書

は
以

下
サ

イト
参

照
ht

tp
://

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/re
po

rt/
pr

es
s/

to
sh

i0
5_

hh
_0

00
24

9.
ht

m
l
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６
．

「ま
ち

な
か

ウ
ォー

カ
ブ

ル
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
予

算
概

算
要

求
時

点
版

）
」

～
官

民
連

携
ま

ち
づ

くり
活

動
へ

の
支

援
～

官
民

関
係

者
（

自
治

体
、地

権
者

に
加

え
、就

業
者

、住
民

等
）

が
幅

広
く集

結
した

「エ
リア

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

・エ
コシ

ス
テ

ム
」の

形
成

・充
実

に
向

け
た

取
組

を
推

進
○

官
民

連
携

ま
ち

な
か

再
生

推
進

事
業

【新
規

】
・

官
民

の
人

材
が

集
うコ

ミュ
ニテ

ィの
活

性
化

、持
続

可
能

な
ま

ち
づ

くり
の

た
め

、官
民

連
携

に
よ

る
エ

リア
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
形

成
や

未
来

ビジ
ョン

の
策

定
等

に
向

け
た

取
組

を
支

援
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）
、

(３
)オ

ー
プン

イノ
ベ

ー
シ

ョン
、イ

ノベ
ー

シ
ョン

・エ
コシ

ス
テ

ム
の

形
成

、
(５

)官
民

プラ
ット

フォ
ー

ム
等

の
育

成
・充

実
、

(８
)老

朽
化

・陳
腐

化
した

市
街

地
再

生
の

検
討

○
都

市
安

全
確

保
促

進
事

業
【継

続
】

・
都

市
再

生
緊

急
整

備
地

域
及

び
主

要
駅

・中
心

駅
周

辺
地

域
の

滞
在

者
等

の
安

全
確

保
と

都
市

機
能

の
継

続
を

図
る

た
め

の
官

民
連

携
に

よ
る

取
組

を
支

援
→

(５
)官

民
プラ

ット
フォ

ー
ム

等
の

育
成

・充
実

公
共

空
間

の
拡

大
に

つ
な

が
る

民
地

の
開

放
・施

設
の

改
修

等
を

推
進

○
居

心
地

が
良

く歩
き

た
くな

る
ま

ち
な

か
創

出
の

た
め

の
特

例
措

置
の

創
設

・
「居

心
地

が
良

く歩
き

た
くな

る
ま

ち
な

か
」創

出
の

た
め

の
制

度
を

創
設

し、
公

共
空

間
の

拡
大

に
つ

な
が

る
民

地
の

開
放

及
び

公
共

施
設

との
一

体
性

を
高

め
る

た
め

の
施

設
の

改
修

等
に

つ
い

て
、固

定
資

産
税

・都
市

計
画

税
を

軽
減

→
(１

)人
中

心
の

まち
な

か
へ

の
修

復
・改

変
（

リノ
ベ

ー
シ

ョン
）

地
域

の
多

様
な

主
体

か
らの

大
小

様
々

な
形

の
「志

あ
る

資
金

」の
活

用
等

、ま
ち

づ
くり

に
お

け
る

支
援

供
給

の
仕

組
み

の
活

用
を

推
進

○
共

同
型

都
市

再
構

築
事

業
【継

続
】

・
長

期
安

定
的

な
資

金
を

提
供

す
る

こと
で

、緑
地

・広
場

・デ
ッ

キ
等

の
公

共
施

設
の

整
備

を
伴

う事
業

を
支

援
→

(６
)多

様
な

資
金

の
循

環
の

促
進

○
ま

ち
再

生
出

資
事

業
【継

続
】

・
民

間
事

業
者

に
よ

る
、ま

ち
の

賑
わ

い
や

活
力

を
生

み
出

す
施

設
等

の
整

備
を

伴
う事

業
を

支
援

→
(６

)多
様

な
資

金
の

循
環

の
促

進

○
ま

ち
づ

くり
ファ

ン
ド

支
援

事
業

【拡
充

】
・

ふ
る

さと
納

税
・ク

ラウ
ドフ

ァン
デ

ィン
グ

な
どの

「志
あ

る
資

金
」

の
活

用
を

促
進

す
る

な
ど、

多
様

な
資

金
の

循
環

を
支

援
→

(６
)多

様
な

資
金

の
循

環
の

促
進

～
都

市
の

魅
力

を
高

め
る

オ
ン

リー
ワ

ン
都

市
再

生
へ

の
支

援
～

So
ci

et
y5

.0
の

実
現

に
向

け
た

エ
リア

全
体

の
価

値
向

上
に

つ
な

が
る

取
組

や
、民

間
の

都
市

再
生

事
業

等
、エ

リア
の

個
性

を
高

め
る

オ
ン

リー
ワ

ン
都

市
再

生
を

推
進

○
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ実

証
調

査
【拡

充
】

・
官

民
一

体
とな

った
モ

デ
ル

プ
ロジ

ェク
トの

実
施

や
取

組
み

の
横

展
開

に
向

け
た

ガ
イド

ライ
ン

の
策

定
等

を
通

じて
、初

期
段

階
か

ら実
証

や
実

装
段

階
ま

で
を

支
援

→
(４

)オ
ンリ

ー
ワン

都
市

再
生

の
推

進

○
都

市
イ

ン
フラ

の
ス

マ
ー

ト
化

の
推

進
【拡

充
】

・
都

市
イン

フラ
関

係
の

主
要

事
業

に
お

い
て

、公
共

施
設

等
と情

報
化

基
盤

施
設

の
一

体
整

備
等

を
支

援
→

(４
)オ

ンリ
ー

ワン
都

市
再

生
の

推
進

、
(５

)官
民

プラ
ット

フォ
ー

ム
等

の
育

成
・充

実

1階
を

ガ
ラス

張
りの

店
舗

に
リノ

ベ
ー

シ
ョン

す
る

とと
も

に
、

民
間

敷
地

の
一

部
を

広
場

化
（

宮
崎

県
日

南
市

）
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６
．

「ま
ち

な
か

ウ
ォー

カ
ブ

ル
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
予

算
概

算
要

求
時

点
版

）
」

○
「ス

ト
リー

ト
デ

ザ
イ

ン
懇

談
会

」
・

ス
トリ

ー
トの

改
変

の
必

要
性

や
空

間
デ

ザ
イン

・交
通

再
配

分
の

考
え

方
等

の
指

針
を

「ガ
イド

ライ
ン」

とし
て

とり
ま

とめ
る

た
め

、有
識

者
懇

談
会

を
８

月
に

立
ち

上
げ

、年
度

内
に

中
間

とり
ま

とめ
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）
、

(1
0)

ウォ
ー

カブ
ル

・シ
テ

ィの
形

成

○
「今

後
の

市
街

地
整

備
の

あ
り方

に
関

す
る

検
討

会
」

・
人

口
減

少
社

会
に

お
け

る
持

続
可

能
な

市
街

地
の

あ
り方

、今
後

の
都

市
政

策
上

の
課

題
等

に
対

応
した

市
街

地
整

備
の

あ
り方

等
の

検
討

を
行

うた
め

、有
識

者
検

討
会

を
９

月
に

立
ち

上
げ

、年
内

に
中

間
とり

ま
とめ

→
(８

)老
朽

化
・陳

腐
化

した
市

街
地

再
生

の
検

討

○
「ま

ち
な

か
公

共
空

間
等

に
お

け
る

「芝
生

地
の

造
成

・管
理

」に
関

す
る

懇
談

会
」

・
芝

生
地

の
持

つ
可

能
性

とそ
の

整
備

・管
理

の
あ

り方
を

整
理

す
る

た
め

、有
識

者
懇

談
会

を
７

月
に

立
ち

上
げ

、年
内

に
中

間
とり

ま
とめ

→
(９

)芝
生

の
チ

カラ
の

活
用

〇
都

市
とイ

ノベ
ー

シ
ョン

の
関

係
把

握
及

び
指

標
を

作
成

・
都

市
構

造
と経

済
との

関
係

を
評

価
す

る
こと

で
、消

費
・投

資
に

つ
な

が
る

ま
ち

づ
くり

を
推

進
→

(３
)オ

ー
プン

イノ
ベ

ー
シ

ョン
、イ

ノベ
ー

シ
ョン

・エ
コシ

ス
テ

ム
の

形
成

〇
「鉄

道
沿

線
ま

ち
づ

くり
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」を

改
定

・
多

様
な

イノ
ベ

ー
シ

ョン
を

生
み

だ
す

、競
争

力
と独

自
性

あ
ふ

れ
る

沿
線

ま
ち

づ
くり

を
推

進
→

(４
)オ

ンリ
ー

ワン
都

市
再

生
の

推
進

〇
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィモ

デ
ル

事
業

等
で

の
知

見
に

つ
い

て
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

・
都

市
の

課
題

解
決

に
向

け
、新

技
術

や
デ

ー
タ等

を
活

用
した

ま
ち

づ
くり

を
推

進
→

(４
)オ

ンリ
ー

ワン
都

市
再

生
の

推
進

、
(５

)官
民

プラ
ット

フォ
ー

ム
等

の
育

成
・充

実

○
「地

方
公

共
団

体
等

向
け

SI
B導

入
に

係
る

手
引

」を
作

成
（

年
度

内
）

・
資

金
を

介
して

人
々

が
繋

が
りな

が
らま

ち
づ

くり
が

で
き

る
手

法
の

導
入

を
推

進
→

(６
)多

様
な

資
金

の
循

環
の

促
進

〇
芝

生
地

の
持

つ
可

能
性

や
整

備
・管

理
の

あ
り方

に
つ

い
て

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
（

年
度

内
）

・
緑

や
芝

生
の

効
果

や
整

備
・管

理
の

あ
り方

を
周

知
し、

ま
ち

な
か

へ
の

緑
・芝

生
の

導
入

を
推

進
→

(９
)芝

生
の

チ
カラ

の
活

用

〇
市

民
緑

地
認

定
制

度
活

用
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
（

年
度

内
）

・
市

民
緑

地
認

定
制

度
の

活
用

を
促

進
し、

空
き

地
等

を
活

用
した

公
園

空
間

の
創

出
を

推
進

→
(９

)芝
生

の
チ

カラ
の

活
用

〇
「ウ

ォー
カ

ビ
リテ

ィ・
イ

ン
デ

ック
ス

（
仮

称
）

」を
作

成
（

年
度

内
）

・
ま

ち
な

か
の

歩
き

や
す

さ等
を

客
観

的
に

評
価

す
る

こと
で

、ウ
ォー

カブ
ル

な
ま

ち
な

か
形

成
を

推
進

→
(1

0)
ウォ

ー
カブ

ル
・シ

テ
ィの

形
成

ニ
ュー

ヨー
ク（

ブラ
イア

ン
ト・

パ
ー

ク）
ポ

ー
トラ

ンド
（

PE
AR

L 
D

IS
TR

IC
T/

パ
ー

ル
地

区
）

〇
市

街
地

整
備

と合
わ

せ
パ

ブ
リッ

ク
空

間
を

整
備

・活
用

した
好

事
例

集
を

作
成

（
年

度
内

）
・

人
中

心
、居

心
地

の
よ

さ等
の

観
点

を
踏

ま
え

た
ま

ち
な

か
空

間
の

創
出

を
推

進
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）

〇
低

層
部

の
充

実
に

向
け

た
エ

リア
内

の
共

通
ル

ー
ル

に
関

す
る

事
例

集
を

作
成

・
エ

リア
単

位
で

グ
ラン

ドレ
ベ

ル
や

オ
ー

プ
ンス

ペ
ー

ス
の

充
実

に
関

す
る

取
組

を
推

進
→

(１
)人

中
心

の
まち

な
か

へ
の

修
復

・改
変

（
リノ

ベ
ー

シ
ョン

）

〇
民

間
空

地
等

の
活

用
に

対
す

る
好

事
例

集
を

作
成

（
年

度
内

）
・

関
連

諸
制

度
の

目
的

・範
囲

内
で

、互
い

に
連

携
し、

民
間

空
地

等
の

面
的

で
多

様
な

活
用

を
推

進
→

(２
)ま

ち
な

か
空

間
の

多
様

な
利

活
用

の
促

進

〇
占

用
許

可
等

を
行

うワ
ン

ス
ト

ップ
窓

口
の

好
事

例
集

を
作

成
（

年
度

内
）

・
公

共
空

間
等

の
活

用
や

民
間

に
よ

る
ま

ち
づ

くり
活

動
を

推
進

→
(２

)ま
ち

な
か

空
間

の
多

様
な

利
活

用
の

促
進

〇
オ

フィ
ス

等
に

お
け

る
バ

イ
オ

フィ
リッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

事
例

集
を

作
成

・
都

市
で

活
躍

す
る

人
材

の
幸

福
度

・生
産

性
・創

造
性

を
高

め
る

空
間

の
導

入
を

推
進

→
(３

)オ
ー

プン
イノ

ベ
ー

シ
ョン

、イ
ノベ

ー
シ

ョン
・エ

コシ
ス

テ
ム

の
形

成
、

(９
)芝

生
の

チ
カラ

の
活

用

〇
大

都
市

圏
周

辺
や

地
方

部
に

お
け

る
共

同
利

用
型

オ
フィ

ス
等

の
事

例
集

を
作

成
・

ワ
ー

クラ
イフ

バ
ラン

ス
の

実
現

や
労

働
力

人
口

の
確

保
等

へ
寄

与
す

る
働

き
方

改
革

を
推

進
→

(３
)オ

ー
プン

イノ
ベ

ー
シ

ョン
、イ

ノベ
ー

シ
ョン

・エ
コシ

ス
テ

ム
の

形
成

〇
都

市
再

生
推

進
法

人
に

お
け

る
取

組
等

の
事

例
集

を
作

成
（

年
度

内
）

・
ま

ち
づ

くり
の

担
い

手
とな

る
都

市
再

生
推

進
法

人
の

指
定

を
推

進
→

(５
)官

民
プラ

ット
フォ

ー
ム

等
の

育
成

・充
実

※
この

他
、制

度
改

正
を検

討

（
今

後
の

予
定

）

（
今

後
の

予
定

）
（

今
後

の
予

定
）
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※
ウォ

ー
カブ

ル
推

進
都

市
は

随
時

、募
集

を
受

け
付

け
て

い
る

。

７
．

ウ
ォー

カ
ブ

ル
推

進
都

市
（

令
和

元
年

8月
16

日
時

点
）

1
北

海
道

札
幌

市
31

千
葉

県
千

葉
市

61
長

野
県

92
愛

知
県

安
城

市
12

3
鳥

取
県

米
子

市
2

北
海

道
旭

川
市

32
千

葉
県

木
更

津
市

62
長

野
県

長
野

市
93

愛
知

県
犬

山
市

12
4

鳥
取

県
境

港
市

3
北

海
道

室
蘭

市
33

千
葉

県
松

戸
市

63
長

野
県

松
本

市
94

愛
知

県
新

城
市

12
5

島
根

県
江

津
市

4
北

海
道

黒
松

内
町

34
千

葉
県

野
田

市
64

長
野

県
佐

久
市

95
三

重
県

四
日

市
市

12
6

島
根

県
津

和
野

町
5

北
海

道
東

神
楽

町
35

千
葉

県
習

志
野

市
65

新
潟

県
新

潟
市

96
福

井
県

大
野

市
12

7
岡

山
県

岡
山

市
6

北
海

道
上

士
幌

町
36

千
葉

県
柏

市
66

新
潟

県
三

条
市

97
滋

賀
県

大
津

市
12

8
岡

山
県

倉
敷

市
7

青
森

県
青

森
市

37
千

葉
県

市
原

市
67

新
潟

県
見

附
市

98
滋

賀
県

草
津

市
12

9
岡

山
県

高
梁

市
8

青
森

県
弘

前
市

38
千

葉
県

八
千

代
市

68
富

山
県

富
山

市
99

滋
賀

県
東

近
江

市
13

0
広

島
県

三
原

市
9

青
森

県
八

戸
市

39
千

葉
県

白
子

町
69

石
川

県
金

沢
市

10
0

京
都

府
京

都
市

13
1

広
島

県
福

山
市

10
青

森
県

む
つ

市
40

千
葉

県
長

柄
町

70
石

川
県

小
松

市
10

1
京

都
府

長
岡

京
市

13
2

山
口

県
宇

部
市

11
岩

手
県

盛
岡

市
41

東
京

都
71

石
川

県
加

賀
市

10
2

大
阪

府
大

阪
市

13
3

山
口

県
山

口
市

12
岩

手
県

花
巻

市
42

東
京

都
新

宿
区

72
岐

阜
県

高
山

市
10

3
大

阪
府

堺
市

13
4

山
口

県
防

府
市

13
宮

城
県

仙
台

市
43

東
京

都
墨

田
区

73
岐

阜
県

美
濃

加
茂

市
10

4
大

阪
府

豊
中

市
13

5
徳

島
県

徳
島

市
14

宮
城

県
塩

竈
市

44
東

京
都

品
川

区
74

静
岡

県
各

務
原

市
10

5
大

阪
府

池
田

市
13

6
香

川
県

高
松

市
15

宮
城

県
柴

田
町

45
東

京
都

目
黒

区
75

静
岡

県
静

岡
市

10
6

大
阪

府
泉

大
津

市
13

7
香

川
県

丸
亀

市
16

福
島

県
会

津
若

松
市

46
東

京
都

大
田

区
76

静
岡

県
浜

松
市

10
7

大
阪

府
枚

方
市

13
8

香
川

県
善

通
寺

市
17

福
島

県
棚

倉
町

47
東

京
都

中
野

区
77

静
岡

県
沼

津
市

10
8

大
阪

府
茨

木
市

13
9

香
川

県
観

音
寺

市
18

茨
城

県
水

戸
市

48
東

京
都

豊
島

区
78

静
岡

県
熱

海
市

10
9

大
阪

府
羽

曳
野

市
14

0
香

川
県

多
度

津
町

19
茨

城
県

下
妻

市
49

東
京

都
荒

川
区

79
静

岡
県

三
島

市
11

0
大

阪
府

高
石

市
14

1
愛

媛
県

松
山

市
20

茨
城

県
笠

間
市

50
東

京
都

八
王

子
市

80
静

岡
県

島
田

市
11

1
大

阪
府

大
阪

狭
山

市
14

2
愛

媛
県

大
洲

市
21

茨
城

県
つ

くば
市

51
東

京
都

武
蔵

野
市

81
静

岡
県

掛
川

市
11

2
兵

庫
県

神
戸

市
14

3
福

岡
県

北
九

州
市

22
栃

木
県

宇
都

宮
市

52
東

京
都

町
田

市
82

静
岡

県
藤

枝
市

11
3

兵
庫

県
姫

路
市

14
4

福
岡

県
飯

塚
市

23
栃

木
県

小
山

市
53

東
京

都
狛

江
市

83
静

岡
県

袋
井

市
11

4
兵

庫
県

西
宮

市
14

5
福

岡
県

春
日

市
24

栃
木

県
上

三
川

町
54

東
京

都
多

摩
市

84
静

岡
県

湖
西

市
11

5
兵

庫
県

西
脇

市
14

6
福

岡
県

古
賀

市
25

群
馬

県
前

橋
市

55
東

京
都

稲
城

市
85

愛
知

県
名

古
屋

市
11

6
兵

庫
県

加
西

市
14

7
福

岡
県

うき
は

市
26

埼
玉

県
さい

た
ま

市
56

神
奈

川
県

横
浜

市
86

愛
知

県
豊

橋
市

11
7

兵
庫

県
新

温
泉

町
14

8
福

岡
県

川
崎

町
27

埼
玉

県
春

日
部

市
57

神
奈

川
県

川
崎

市
87

愛
知

県
岡

崎
市

11
8

奈
良

県
大

和
郡

山
市

14
9

佐
賀

県
28

埼
玉

県
戸

田
市

58
神

奈
川

県
鎌

倉
市

88
愛

知
県

一
宮

市
11

9
奈

良
県

宇
陀

市
15

0
佐

賀
県

佐
賀

市
29

埼
玉

県
朝

霞
市

59
神

奈
川

県
逗

子
市

89
愛

知
県

半
田

市
12

0
奈

良
県

田
原

本
町

15
1

佐
賀

県
基

山
町

30
埼

玉
県

杉
戸

町
60

神
奈

川
県

大
和

市
90

愛
知

県
春

日
井

市
12

1
和

歌
山

県
和

歌
山

市
15

2
佐

賀
県

上
峰

町
91

愛
知

県
豊

田
市

12
2

鳥
取

県
鳥

取
市

15
3

熊
本

県
南

関
町

※
“W

ED
O

”の
考

え
方

に
共

鳴
し、

政
策

実
施

の
パ

ー
トナ

ー
とし

て
、と

も
に

具
体

的
な

取
組

を
進

め
る

地
方

公
共

団
体

（
令

和
元

年
7月

12
日

よ
り募

集
開

始
）
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８
．

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィモ
デ

ル
事

業
箇

所
図

○
民

間
事

業
者

等
及

び
地

方
公

共
団

体
か

らな
る

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

が
全

国
の

牽
引

役
とな

る
先

駆
的

な
取

組
を

行
う「

先
行

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェク
ト」

を
15

事
業

、専
門

家
の

派
遣

や
計

画
策

定
支

援
等

に
よ

り早
期

の
事

業
化

を
促

進
して

い
く「

重
点

事
業

化
促

進
プ

ロジ
ェク

ト」
を

23
事

業
選

定
。（

令
和

元
年

5月
31

日
）

○
さら

に
、一

定
の

レ
ベ

ル
と意

欲
が

確
認

で
き

た
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
計

71
団

体
に

つ
い

て
は

、関
係

府
省

と共
同

で
立

ち
上

げ
る

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ官

民
連

携
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
通

じ、
先

進
事

例
に

か
か

る
知

見
や

情
報

の
提

供
な

どに
よ

りプ
ロジ

ェク
トの

具
体

化
が

図
られ

る
よ

う支
援

。

A

B

I
J

K
L

M
N

O

D
E

F
G

H

1

2

3

4

5
67

8

11 12

9

10

13
14

15
16

17

18
19

20

21

22
23

C

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
名

上
段

：
地

方
公

共
団

体
下

段
：

民
間

事
業

者
等

代
表

A
ス

マ
ー

トウ
ェル

ネ
ス

シ
テ

ィ協
議

会
○

北
海

道
札

幌
市

○
日

建
設

計
総

合
研

究
所

旭
川

コネ
クテ

ィッ
ドモ

ック
ア

ップ
シ

テ
ィコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

*
○

北
海

道
旭

川
市

○
(株

)ラ
ック

青
森

ス
マ

ー
トシ

テ
ィコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

*
○

青
森

県
青

森
市

○
(株

)パ
ス

コ

1
仙

台
市

泉
区

に
お

け
る

先
進

取
組

協
議

会
*

○
宮

城
県

仙
台

市
○

三
菱

地
所

（
株

）

B
仙

北
市

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ推

進
コン

ソ
－

シ
ア

ア
ム

○
秋

田
県

仙
北

市
○

（
株

）
フィ

デ
ア

総
合

研
究

所

C
つ

くば
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ協
議

会
*

○
茨

城
県

○
筑

波
大

学

水
戸

市
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ協
議

会
○

茨
城

県
水

戸
市

○
(株

)茨
城

ロボ
ッツ

・ス
ポ

ー
ツ

エ
ン

ター
テ

イン
メン

ト
Ａ

Ｉ
技

術
を

活
用

した
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
くり

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
茨

城
県

常
総

市
○

(株
)セ

ン
ス

タイ
ム

ジ
ャパ

ン

笠
間

市
ス

マ
ー

トシ
テ

ィコ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
*

○
茨

城
県

笠
間

市
○

東
日

本
電

信
電

話
(株

)

2
も

りや
グ

リー
ン

イン
フラ

推
進

協
議

会
○

茨
城

県
守

谷
市

○
（

株
）

福
山

コン
サ

ル
タン

ト

境
町

防
災

ス
マ

ー
トタ

ウ
ン

推
進

協
議

会
○

茨
城

県
境

町
○

（
一

社
）

協
働

プ
ラッ

トフ
ォー

ム

D
Ｕ

ス
マ

ー
ト推

進
協

議
会

*
○

栃
木

県
宇

都
宮

市
○

宇
都

宮
大

学

3
超

ス
マ

ー
ト自

治
体

研
究

協
議

会
○

群
馬

県
前

橋
市

○
超

ス
マ

ー
ト自

治
体

研
究

協
議

会
／

東
京

大
学

4
さい

た
ま

市
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ推
進

協
議

会
*

○
埼

玉
県

さい
た

ま
市

○
（

一
社

）
美

園
タウ

ン
マ

ネ
ジ

メン
ト

ふ
か

や
地

域
ま

ち
づ

くり
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

事
業

　～
シ

ュタ
ット

ベ
ル

ケ
が

事
業

の
担

い
手

とる
な

る
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ～

○
埼

玉
県

深
谷

市
○

ふ
か

や
eパ

ワ
ー

(株
)

E
毛

呂
山

町
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ協
議

会
○

埼
玉

県
毛

呂
山

町
○

清
水

建
設

（
株

）
幕

張
新

都
心

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ３

次
元

位
置

情
報

共
通

基
盤

活
用

推
進

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
千

葉
県

千
葉

市
○

(株
)三

菱
総

合
研

究
所

F
柏

の
葉

ス
マ

ー
トシ

テ
ィコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
千

葉
県

柏
市

○
三

井
不

動
産

（
株

）

G
大

手
町

・丸
の

内
・有

楽
町

地
区

　ス
マ

ー
トシ

テ
ィ

推
進

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
東

京
都

・千
代

田
区

○
（

一
社

）
大

手
町

・丸
の

内
・有

楽
町

地
区

ま
ち

づ
くり

協
議

会

チ
ー

ム
・新

宿
（

新
宿

駅
周

辺
防

災
対

策
協

議
会

の
有

志
に

よ
る

組
織

）
○

東
京

都
新

宿
区

○
Ｓ

Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ｏ

リス
クマ

ネ
ジ

メン
ト(

株
)

H
豊

洲
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ連
絡

会
○

東
京

都
・江

東
区

○
清

水
建

設
（

株
）

、三
井

不
動

産
（

株
）

5
羽

田
第

１
ゾ

ー
ン

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ推

進
協

議
会

○
東

京
都

大
田

区
○

羽
田

み
らい

開
発

（
株

）
国

際
ア

ー
ト・

カル
チ

ャー
都

市
とし

ま
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ
協

議
会

○
東

京
都

豊
島

区
○

(公
社

)日
本

交
通

計
画

協
会

調
布

市
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ス
マ

ー
トシ

テ
ィプ

ロジ
ェク

ト*
○

東
京

都
調

布
市

○
(株

)ソ
ビー

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
名

上
段

：
地

方
公

共
団

体
下

段
：

民
間

事
業

者
等

代
表

6
横

浜
み

な
とみ

らい
ス

マ
ー

トシ
テ

ィコ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
*

○
神

奈
川

県
横

浜
市

○
（

一
社

）
横

浜
み

な
とみ

らい
２

１

都
市

浸
水

防
止

デ
ー

タ連
携

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
神

奈
川

県
横

浜
市

○
東

京
電

機
大

学

7
新

百
合

ヶ丘
M

aa
Sコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

*
○

神
奈

川
県

川
崎

市
○

小
田

急
電

鉄
（

株
）

8
横

須
賀

M
aa

Sシ
テ

ィ実
現

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
神

奈
川

県
横

須
賀

市
○

（
株

）
N

TT
ドコ

モ

9
新

潟
市

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ協

議
会

○
新

潟
県

新
潟

市
○

（
株

）
Ｎ

Ｔ
Ｔ

ドコ
モ

 新
潟

支
店

Ｔ
ａ

ａ
Ｓ

推
進

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

（
鯖

江
市

）
○

福
井

県
鯖

江
市

○
(株

)B
 In

c.

1
0

永
平

寺
町

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ提

案
事

業
体

*
○

福
井

県
永

平
寺

町
○

日
本

工
営

（
株

）

美
浜

町
ス

マ
ー

ト・
ア

プ
リ開

発
検

討
協

議
会

○
福

井
県

美
浜

町
○

(株
)ほ

くつ
う

1
1

ス
マ

ー
トシ

テ
ィぎ

ふ
推

進
協

議
会

*
○

岐
阜

県
岐

阜
市

○
ソ

フト
バ

ン
ク（

株
）

I
「V

IR
TU

AL
 S

H
IZ

UO
KA

」が
率

先
す

る
デ

ー
タ循

環
型

SM
AR

T 
CI

TY
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
○

静
岡

県
○

ソ
フト

バ
ン

ク（
株

）

J
藤

枝
Ｉ

Ｃ
Ｔ

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
静

岡
県

藤
枝

市
○

藤
枝

Ｉ
Ｃ

Ｔ
コン

ソ
ー

シ
ア

ム

名
古

屋
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ協
議

会
*

○
愛

知
県

名
古

屋
市

○
名

古
屋

大
学

1
2

岡
崎

ス
マ

ー
トコ

ミュ
ニ

テ
ィ推

進
協

議
会

○
愛

知
県

岡
崎

市
○

（
株

）
N

TT
デ

ー
タ経

営
研

究
所

K
高

蔵
寺

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ推

進
検

討
会

○
愛

知
県

春
日

井
市

○
名

古
屋

大
学

L
ス

マ
ー

トけ
い

は
ん

な
プ

ロジ
ェク

ト*
○

京
都

府
○

西
日

本
電

信
電

話
（

株
）

京
都

市
ス

マ
ー

トシ
テ

ィモ
デ

ル
事

業
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
*

○
京

都
府

京
都

市
○

W
ay

fa
re

r社

1
3

うめ
き

た
2期

地
区

等
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ形
成

協
議

会
*

○
大

阪
府

大
阪

市
○

三
菱

地
所

（
株

）

千
里

中
央

駅
周

辺
地

区
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ検
討

協
議

会
○

大
阪

府
豊

中
市

○
(一

社
)都

市
環

境
エ

ネ
ル

ギ
ー

協
会

池
田

市
伏

尾
台

ス
マ

ー
トシ

テ
ィコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
大

阪
府

池
田

市
○

(株
)M

om
o

吹
田

市
健

都
H

PH
C計

画
推

進
協

議
会

○
大

阪
府

吹
田

市
○

(一
社

)公
園

か
らの

健
康

づ
くり

ネ
ット

健
都

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ協

議
会

*
○

大
阪

府
吹

田
市

○
（

株
）

地
域

計
画

建
築

研
究

所

「日
本

一
前

向
き

！
」コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
大

阪
府

四
條

畷
市

○
(株

)ウ
フル

1
4

加
古

川
市

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ検

討
協

議
会

○
兵

庫
県

加
古

川
市

○
（

株
）

日
建

設
計

総
合

研
究

所

橿
原

キ
ャン

パ
ス

タウ
ン

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

*
○

奈
良

県
橿

原
市

○
奈

良
県

立
医

科
大

学

和
歌

山
市

ス
マ

ー
トモ

ビリ
テ

ィ推
進

協
議

会
○

和
歌

山
県

和
歌

山
市

○
gl

afi
t（

株
）

M
（

一
社

）
益

田
サ

イバ
ー

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ創

造
協

議
会

○
島

根
県

益
田

市
○

（
一

社
）

益
田

サ
イバ

ー
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ創
造

協
議

会

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
名

上
段

：
地

方
公

共
団

体
下

段
：

民
間

事
業

者
等

代
表

1
5

倉
敷

市
中

心
市

街
地

活
性

化
協

議
会

倉
敷

駅
周

辺
地

区
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ検
討

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

○
岡

山
県

倉
敷

市
○

（
一

社
）

デ
ー

タク
レ

イド
ル

N
中

山
間

地
・自

立
モ

デ
ル

検
討

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
広

島
県

○
マ

ツ
ダ（

株
）

1
6

Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｅ

ス
マ

ー
トシ

テ
ィコ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

○
広

島
県

呉
市

○
広

島
大

学

1
7

ふ
くや

ま
ス

マ
ー

トシ
テ

ィモ
デ

ル
事

業
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
○

広
島

県
福

山
市

○
モ

ネ
・テ

クノ
ロジ

ー
ズ

（
株

）

宇
部

ま
ち

な
か

人
流

セ
ン

シ
ン

グ
協

議
会

*
○

山
口

県
宇

部
市

○
（

株
）

価
値

総
合

研
究

所

1
8

美
波

町
ス

マ
ー

トシ
テ

ィコ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
○

徳
島

県
美

波
町

○
（

株
）

Ｓ
ｋ

ｅ
ｅ

ｄ

1
9

ス
マ

ー
トシ

テ
ィた

か
ま

つ
推

進
協

議
会

○
香

川
県

高
松

市
○

日
本

電
気

（
株

）

O
松

山
ス

マ
ー

トシ
テ

ィコ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
○

愛
媛

県
松

山
市

○
松

山
ア

ー
バ

ン
デ

ザ
イン

セ
ン

ター

2
0

新
居

浜
市

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ推

進
協

議
会

*
○

愛
媛

県
新

居
浜

市
○

（
株

）
ハ

ー
トネ

ット
ワ

ー
ク

ス
マ

ー
トシ

テ
ィの

作
り方

・北
九

州
市

Ｍ
ａ

ａ
Ｓ

推
進

協
議

会
○

福
岡

県
北

九
州

市
○

ジ
ョル

ダン
(株

)

北
九

州
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ協
議

会
*

○
福

岡
県

北
九

州
市

○
西

日
本

鉄
道

(株
)

2
1

福
岡

地
域

戦
略

推
進

協
議

会
○

福
岡

県
福

岡
市

○
福

岡
地

域
戦

略
推

進
協

議
会

2
2

島
原

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ・

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
○

長
崎

県
島

原
市

、長
崎

県
○

長
崎

自
動

車
（

株
）

大
村

デ
ー

タプ
ラッ

トフ
ォー

ム
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
*

○
長

崎
県

大
村

市
○

(一
社

)P
ub

lit
ec

h

公
共

施
設

 適
正

配
置

評
価

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

*
○

長
崎

県
雲

仙
市

、対
馬

市
、長

崎
県

○
富

士
フイ

ル
ム

（
株

）

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
名

上
段

：
地

方
公

共
団

体
下

段
：

民
間

事
業

者
等

代
表

2
3

荒
尾

ス
マ

ー
トシ

テ
ィ協

議
会

*
○

熊
本

県
荒

尾
市

○
（

株
）

Ｊ
Ｔ

Ｂ
総

合
研

究
所

視
覚

障
が

い
者

外
出

支
援

サ
ー

ビス
コン

ソ
ー

シ
ア

ム
○

大
分

県
○

(公
財

)ハ
イパ

ー
ネ

ット
ワ

ー
ク社

会
研

究
所

鹿
児

島
県

ス
マ

ー
トハ

ウ
ス

推
進

協
議

会
○

鹿
児

島
県

薩
摩

川
内

市
○

南
国

殖
産

(株
)

知
名

町
低

炭
素

化
社

会
実

現
協

議
会

*
○

鹿
児

島
県

知
名

町
○

SD
 J

ET
(株

)
与

那
国

町
・石

垣
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ株

式
会

社
・東

京
ワ

ン
セ

グ
放

送
株

式
会

社
・株

式
会

社
エ

コロ
ン

グ
デ

ン
の

４
団

体

○
沖

縄
県

与
那

国
町

○
石

垣
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ(

株
)、

東
京

ワ
ン

セ
グ

放
送

(株
)、

(株
)エ

コロ
ン

グ
デ

ン

北
谷

町
ス

マ
ー

トシ
テ

ィ協
議

会
○

沖
縄

県
北

谷
町

○
(株

)ア
クテ

ィブ
沖

縄

＊
公

募
時

で
は

仮
称

A 
～

O
 ：

先
行

モ
デ

ル
プ

ロ
ジ

ェク
ト

(1
5事

業
)

1 
～

23
：

重
点

事
業

化
促

進
プ

ロ
ジ

ェク
ト

(2
3事

業
)
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○
広

域
的

な
見

地
か

ら、
ま

た
我

が
国

固
有

の
優

れ
た

文
化

的
資

産
の

保
存

及
び

活
用

等
を

図
る

た
め

国
が

設
置

す
る

国
営

公
園

に
つ

い
て

は
、現

在
17

公
園

で
整

備
及

び
維

持
管

理
を

行
って

い
る

ほ
か

、国
土

交
通

省
設

置
法

第
4条

第
1項

第
48

号
に

基
づ

き
、５

箇
所

で
公

共
空

地
の

整
備

を
行

って
い

る
。

○
ま

た
、民

間
の

力
を

活
用

して
公

園
整

備
を

行
うP

ar
k-

PF
I制

度
は

、国
・自

治
体

あ
わ

せ
て

25
公

園
で

活
用

さ
れ

、約
35

公
園

で
活

用
予

定
。

●
イ号

公
園

：
一

の
都

府
県

の
区

域
を

超
え

る
よ

うな
広

域
の

見
地

か
ら設

置
（

12
ヶ所

）
○

ロ号
公

園
：

国
家

的
な

記
念

事
業

又
は

我
が

国
固

有
の

優
れ

た
文

化
的

資
産

の
保

存
及

び
活

用
を

図
る

た
め

に
設

置
（

5ヶ
所

）
★

公
共

空
地

：
国

土
交

通
省

設
置

法
第

4条
第

1項
第

48
号

に
基

づ
く整

備
（

5ヶ
所

）

※
：

公
園

等
の

名
称

と第
１

期
開

園
年

月

９
．

国
営

公
園

等
の

設
置

状
況

、P
ar

k-
PF

Iの
活

用
状

況

上
記

の
他

、令
和

元
年

度
に

Pa
rk

-P
FI

を
活

用
予

定
の

都
市

公
園

：
約

35
公

園
例

：
千

葉
市

（
千

葉
公

園
、千

葉
み

な
と桟

橋
公

園
）

、山
形

市
（

対
象

公
園

検
討

中
）

等

年
度

Pa
rk

-P
FI

活
用

事
例

一
覧

（
25

公
園

）

平
成

29
年

度
勝

山
公

園
(北

九
州

市
)

造
幣

局
地

区
防

災
公

園
(豊

島
区

)
久

屋
大

通
公

園
(名

古
屋

市
)

ぎ
ふ

清
流

里
山

公
園

(岐
阜

県
)

平
成

30
年

度

天
神

中
央

公
園

(福
岡

県
)

木
伏

緑
地

(盛
岡

市
)

中
央

公
園

(盛
岡

市
)

盛
岡

城
跡

公
園

(盛
岡

市
)

榴
岡

公
園

(仙
台

市
)

漁
川

河
川

緑
地

(恵
庭

市
)

新
宿

中
央

公
園

(新
宿

区
)

別
府

公
園

(別
府

市
)

鉄
輪

地
獄

地
帯

公
園

(別
府

市
)

加
治

屋
ま

ち
の

杜
公

園
(仮

称
)

(鹿
児

島
市

)

国
営

明
石

海
峡

公
園

(近
畿

地
方

整
備

局
)

敷
島

公
園

(群
馬

県
)

横
浜

動
物

の
森

公
園

(横
浜

市
)

本
町

公
園

(和
歌

山
市

)
大

蓮
公

園
(堺

市
)

大
宮

交
通

公
園

(京
都

市
)

大
津

駅
前

公
園

(大
津

市
)

お
お

み
な

と臨
海

公
園

(む
つ

市
)

金
田

一
近

隣
公

園
(二

戸
市

)
万

葉
公

園
(湯

河
原

町
)

海
浜

公
園

(神
戸

市
)

（
平

成
3 0

年
度

末
時

点
）

公
募

済
事

業
者

決
定

事
業

実
施

済
選

定
中

決
定

済
国

営
公

園
1

1
0

0
自

治
体

の
公

園
24

6
17

1
合

計
25

7
17

1

◆
Pa

rk
-P

FI
の

活
用

状
況

◆
国

営
公

園
等

位
置

図
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○
景

観
法

に
基

づ
き

景
観

行
政

に
取

り組
む

地
方

公
共

団
体

は
、平

成
16

年
の

法
制

定
以

降
増

加
して

お
り、

平
成

31
年

3月
末

時
点

に
お

い
て

、
全

国
の

景
観

行
政

団
体

は
73

7団
体

、う
ち

57
8団

体
が

景
観

計
画

を
策

定
。

１
０

．
景

観
法

の
施

行
状

況

景
観

行
政

に
取

り組
む

地
方

公
共

団
体

数
の

推
移

平
成

31
年

3月
末

に
お

け
る

景
観

法
の

施
行

状
況

景
観

行
政

団
体

景
観

計
画

策
定

団
体

（
団

体
数

） ＜
参

考
＞

全
国

の
地

方
公

共
団

体
は

47
都

道
府

県
、1

,7
41

市
区

町
村

0
0

1
1
4
1
9
3

1
5
9

2
2
2

2
8
3
3
3
4
3
8
4
4
2
9
4
7
8
5
2
3
5
3
8
5
5
8
5
7
8

9
4
1
0
9

2
0
0
2
5
7

3
2
4
3
7
5
4
3
2
4
7
7
5
3
7
5
7
5
6
1
3
6
5
8
6
8
1
6
9
8
7
1
3
7
3
7

0
10

0
20

0
30

0
40

0
50

0
60

0
70

0
80

0

H16.12.17

H17.3.31

H18.3.31

H19.3.31

H20.3.31

H21.3.31

H22.3.31

H23.3.31

H24.3.31

H25.3.31

H26.3.31

H27.3.31

H28.3.31

H29.3.31

H30.3.31

H31.3.31

景
観

行
政

団
体

73
7団

体
（

45
都

道
府

県
、6

92
市

区
町

村
）

景
観

計
画

策
定

団
体

57
8団

体
（

20
都

道
府

県
、5

58
市

区
町

村
）

景
観

重
要

建
造

物
61

5件
（

2都
道

府
県

、
97

市
区

町
村

）

景
観

重
要

樹
木

26
1件

（
58

市
区

町
村

）

景
観

協
定

11
0件

（
3都

道
府

県
、

52
市

区
町

村
）

景
観

整
備

機
構

の
べ

12
0法

人
（

21
都

道
府

県
、

62
市

区
町

村
）

景
観

協
議

会
の

べ
98

組
織

（
1都

道
府

県
、

54
市

区
町

村
）

景
観

地
区

等

景
観

地
区

50
地

区
（

29
市

区
町

村
）

準
景

観
地

区
6地

区
（

4市
区

町
村

）

地
区

計
画

等
形

態
意

匠
条

例
11

1地
区

（
26

市
区

町
村

）
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１
１

．
都

市
開

発
の

海
外

主
要

案
件

一
覧

（
令

和
元

年
7月

時
点

）

□
ヤ

ン
キ

ン
地

区
都

市
開

発
プ

ロ
ジ

ェク
ト

□
ヤ

ン
ゴ

ン
博

物
館

跡
地

開
発

事
業

□
ヤ

ン
ゴ

ン
複

合
都

市
開

発
事

業

ミャ
ン

マ
ー

□
バ

ン
コク

バ
ン

ス
ー

駅
周

辺
都

市
開

発
事

業

□
ア

マ
タ

ナ
コン

複
合

開
発

事
業

タ
イ

□
ホ

ー
チ

ミン
近

郊
ウ

ォー
タ

ー
ポ

イ
ン

ト
都

市
開

発
事

業

ベ
ト

ナ
ム

□
ジ

ャカ
ル

タ
中

心
地

区
複

合
商

業
施

設
等

運
営

事
業

□
ジ

ャカ
ル

タ
・メ

ガ
ク

ニ
ン

ガ
ン

都
市

開
発

事
業

□
ジ

ャカ
ル

タ
・ガ

ー
デ

ン
・シ

テ
ィ中

心
地

区
都

市
開

発
事

業

□
ジ

ャカ
ル

タ
・サ

ウ
ス

イ
ー

ス
ト

都
市

開
発

事
業

□
ジ

ャカ
ル

タ
郊

外
複

合
都

市
開

発
事

業

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

□
パ

ナ
マ

首
都

圏
都

市
交

通
3号

線
整

備
計

画

パ
ナ

マ
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１
２

．
海

外
日

本
庭

園
再

生
プ

ロ
ジ

ェク
ト

修
復

箇
所

（
令

和
元

年
7月

時
点

）

平
成

29
年

度
修

復
箇

所
：

①
～

②
平

成
30

年
度

修
復

箇
所

：
③

～
⑦

令
和

元
年

度
修

復
予

定
箇

所
：

⑧
～

⑮

②グ
レ

ン
デ

ー
ル

市
ブ

ラ
ン

ド
公

園
日

本
庭

園

⑤

リバ
ー

サ
イ

ド
市

結
心

庭
日

本
庭

園
⑪

サ
ン

ア
ン

ト
ニ

オ
市

植
物

園
熊

本
園

⑩
ス

テ
ィル

ウ
ォー

タ
ー

市
国

際
友

好
庭

園

⑨

ナ
ッシ

ュビ
ル

市
チ

ー
ク

ウ
ッド

植
物

園
松

霧
園

⑧

シ
カ

ゴ
市

ジ
ャク

ソ
ン

パ
ー

ク
フェ

ニ
ック

ス
・ガ

ー
デ

ン

③ブ
ル

ー
ム

フィ
ー

ル
ド

ヒル
ズ

市
ク

ラ
ン

ブ
ル

ック
・ハ

ウ
ス

・ア
ン

ド
・ガ

ー
デ

ン
ズ

日
本

庭
園 ⑫

ニ
ュー

ヨ
ー

ク
市

国
連

本
部

日
本

庭
園

④
フィ

ラ
デ

ル
フィ

ア
市

フェ
ア

マ
ウ

ン
ト

公
園

松
風

荘
庭

園

⑥

ウ
ェー

ル
ズ

ウ
ェー

ル
ズ

国
立

植
物

園
日

本
庭

園

⑮
エ

ク
サ

ン
プ

ロ
ヴ

ァン
ス

市
サ

ン
＝

ミト
ゥル

公
園

日
本

庭
園

⑭

ツ
ァイ

ツ
市

日
本

庭
園

⑦

プ
ラ

ハ
市

プ
ラ

ハ
市

植
物

園
日

本
庭

園

⑬

ウ
ィー

ン
市

シ
ェー

ン
ブ

ル
ン

宮
殿

日
本

庭
園

①
ブ

カ
レ

ス
ト

市
ヘ

ラ
ス

ト
ラ

ウ
公

園
日

本
庭

園
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